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はじめに

　本書はＪＣＡ手順、全銀手順などの業界プロトコルを通して、ＥＤＩサービス　

＜ＩＥ／ＥＸ＞をご利用になる際の手引書です。

　ＩＥ／ＥＸサービスでサポートされるＪＣＡ手順、全銀手順での基本的な

送受信、お客様からの起動、ＩＥ／ＥＸからの起動、中断時の再送方法、

送受信のコミット基準などについて記述いたしましたので、ＪＣＡ又は全銀手順

でＩＥ／ＥＸサービスをご利用のお客様は是非ご一読下さい。

　また、ＩＥ／ＥＸのコード体系、拡張機能等、全体については、

「ＥＤＩサービス　＜ＩＥ／ＥＸ＞ 概説書（ＧＸＳ－Ｉ００１－００）」

各種登録方法については、

「ＥＤＩサービス　＜ＩＥ／ＥＸ＞ Ｖ２．３サービス管理責任者　ご利用の手引き

（ＧＸＳ－Ｉ００３－００）」をご参照下さい。

　尚、本書中に登録画面を掲載していますが、説明の都合上、簡略した形で表示

しております。詳細画面は上記「サービス管理責任者　ご利用の手引」をご覧

ください。
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　第１章　　ＪＣＡ手順　



　１．１　ＪＣＡ手順サポート

　ＪＣＡ手順サポートの伝送メッセージ形式とフォーマットは次のようになりま

す。    ＪＣＡ手順メッセージ形式

　

一伝送単位

開始制御電文

データ

終了制御電文

　　制御電文フォーマット　（１２８バイト又は２５６バイト）

 ８２桁
 または
２１６桁

 ２桁６桁６桁２桁６桁 ８桁６桁 ６桁 ２桁
　

２桁

  ﾌｨﾗｰ処理区分
 ﾃﾞｰﾀ
 ｶｳﾝﾄ
  (2)

 ﾃﾞｰﾀ
 ｶｳﾝﾄ
  (1)

データ
 種別

識別子 ｽﾃｰｼｮﾝ
  ｺｰﾄﾞ

 ｾﾝﾀｰ
 ｺｰﾄﾞ

 伝送
年月日

 要求
 区分

ＩＤ

　　　　ＩＤ　　　　要求区分　　　　 電文の意味　　

配信　　ＡＡ　　　　　０１　　　　　開始要求電文　

　　　　　　　　　　　０２　　　　　再送要求電文

　　　　　　　　　　　０３　　　　　終了要求電文

　　　　　　　　　　　９０　　　　　終了電文

集信　　ＢＢ　　　　　０１　　　　　開始要求電文

　　　　　　　　　　　０２　　　　　再送要求電文

　　　　　　　　　　　０３　　　　　終了要求電文

　　　　　　　　　　　１０　　　　　開始承認電文

　　　　　　　　　　　２０　　　　　終了確認電文

　　　　　　　　　　　９０　　　　　終了電文

　ＪＣＡ手順の各制御電文の流れと中間にＩＥ／ＥＸを介した時、ＩＥ／ＥＸ関　

　連の名称との関係は次の通りになります。

１－１



ＩＥ／ＥＸ
お客様

ＪＣＡ配信（ＡＡ） ＪＣＡ配信（ＡＡ）

開始要求 開始要求

終了電文

データ データ

終了電文

ＪＣＡ集信（ＢＢ）

開始要求

開始承認

データ

ＪＣＡ集信（ＢＢ）

開始要求

開始承認

データ

送　信

終了電文

終了確認電文

終了電文

終了確認電文

受　信

お客様

センター
　　　起動

ユーザー
　　　起動

（収集） （配布）

ユーザー
　　　起動

（収集）

センター
　　　起動

　（配布）

受　信送　信

センター

ＪＣＡ

ステーション
ＪＣＡ

センター

ＪＣＡ

ステーション
ＪＣＡ

ＪＣＡ

ｾ ﾝ ﾀ ｰ

ＪＣＡ

ｾ ﾝ ﾀ ｰ
ＪＣＡ

ｽﾃｰｼｮﾝ

ＪＣＡ

ｽﾃｰｼｮﾝ

１－２



　１．２　ユーザー起動収集

　 　お客様からダイヤリングし、データを送信する方法です。

　ＪＣＡ手順の宛先／差出ユーザー識別は、それぞれセンター・コード（６桁）

　とステーション・コード（８桁）で表わされますが、ＩＥ／ＥＸ内部では

　ＩＥ／ＥＸコード体系の顧客コード（８桁）、ユーザーＩＤ（８桁）という形

　で管理されます。このためにユーザー登録時にセンター・コード／ステーション

　・コードと顧客コード、ユーザーＩＤの対応づけの申請が必要となります。

　またデータ種別（２桁）はＩＥ／ＥＸコード体系では、メッセージ識別コード

　として取り扱われますので、データ種別とメッセージ識別コードの対応付けを

　サービス管理責任者が事前登録しておきます。

　その他に論理レコード長、テキスト長等を登録し、必要な内部処理を行わせる

　ことができます。

　　許容宛先としては直接宛先、内包宛先と同報宛先があります。

　さらにデータの送受信のためには、送信者、受信者間のパートナーリストを

　登録しておく必要があります。

１－３



　（１）　直接宛先指定

　　直接宛先指定というのは制御電文上に宛先のセンター・コードを指定して

　データを宛先のメール・ボックスに蓄積する方法です。

　このため、送信側での登録のほかに、宛先側の通信コード（センターコード）

　の登録が必要になります。

　例　ＪＣＡのユーザーＡが直接宛先指定でユーザーＢにデータを送信する場合

　　　（ユーザーＢのプロトコルはＪＣＡでなくてもよい）

ＩＥ／ＥＸ

Ａ→Ｂのデータ
ＪＣＡ

ユーザーＡ
ユーザーＢ

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

ＪＣＡデータ種別
２１

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

通信コード
ＢＢＢＢＢＢ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＢＢＢ

通信コード
ＡＡＡＡＡＡＡＡ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＡＡＡ

顧客コード
ＩＸＸＸ

顧客コード
ＩＸＸＸ

　送信側の登録

　通信コード（ステーション・コード）

通信コード／別名登録 照会／更新
Ｊ９５１４ＪＰ

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ

プロトコル 通信コード 識別子 説　　明

ＪＣＡ ＡＡＡＡＡＡＡＡ ＣＣＣＣＣＣ ステーション・コードＡ（差出し）

　ＪＣＡデータ種別

Ｊ９６２５ＪＰ
メッセージ処理 ﾕｰｻﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ副画面

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２１

ＪＣＡデータ種別：２１

１－４



　宛先側の登録

　通信コード（センター・コード）

通信コード／別名登録 照会・更新
Ｊ９５１４ＪＰ

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ

プロトコル 通信コード 識別子 説　　明

ＪＣＡ ＢＢＢＢＢＢ センター・コードＢ（宛先）

　送信

　次の電文とデータが送られ、ユーザーＢ宛のデータが、ＩＥ／ＥＸのコード体系

　に変換され蓄積されます。

　２１ＣＣＣＣＣＣ　ＡＡＡＡＡＡＡＡ　ＢＢＢＢＢＢＢＢ０１

データ種別　　識別子ステーション・コードセンター・コード電文区分

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ　→　Ｂ　データ

　（２）　内包宛先指定

　　内包宛先指定というのは制御電文上にはＩＥ／ＥＸ宛てを示す特別の

　センター・コードを指定しておき、実際の宛先はデータの中で指定し宛先の

　メール・ボックスに、蓄積する送信方法です。

　内包宛先形式には標準形式、ユーザー形式があり、ユーザー形式の場合はデータ

　のフォーマットを登録しておく必要があります。(概説書をご参照下さい。)

　例　ＪＣＡのユーザーＡが内包宛先（ユーザー形式１）でユーザーＣ、

　　　ユーザーＤに送信する場合。

ＩＥ／ＥＸ

Ａ→Ｃのデータ
ＪＣＡ

ユーザーＡ
ユーザーＣ

Ａ→Ｄのデータ

ユーザーＤ

ＪＣＡデータ種別
２２

メッセージ識別コード
ＭＳＧＩＤ２２

通信コード
ＡＡＡＡＡＡＡＡ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＡＡＡ

顧客コード
ＩＸＸＸ

データの作り方（ユーザー形式１を使用するのでフォーマット定義が必要です）

１－５



１　　４　　　　　１２　　　　　２０

全　件　数ＥＮＤ

ＤＡＴの件
数

ＴＲＬ

・
・

ＤＡＴ

ＩＸＸＸＤＤＤＩＸＸＸＭＳＧＩＤ２２ＨＤＲ

全　件　数ＥＮＤ

ＤＡＴの件
数

ＴＲＬ

・
・
・

ＤＡＴ

ＩＸＸＸＣＣＣＩＸＸＸＭＳＧＩＤ２２ＨＤＲ

　送信側の登録

　通信コード（ステーション・コード）

通信コード／別名登録
Ｊ９５１４ＪＰ

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ

プロトコル 通信コード 識別子 説　　明

ＪＣＡ ＡＡＡＡＡＡＡＡ ＣＣＣＣＣＣ ステーション・コードＡ

　ＪＣＡデータ種別

メッセージ処理 ﾕｰｻﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ副画面

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２２

ＪＣＡデータ種別：２２

Ｊ９６２５ＪＰ

　内包処理形式（ユーザー形式）

メッセージ処理 グループ・オプション

顧客コード：ＩＸＸＸ

内包処理形式

形式：Ｕ（１：標準形式－１、２：標準形式－２，Ｕ：ユーザー形式）

標準オプション　データ：Ｙ（Ｙ／Ｎ）　トレーラー：Ｙ（Ｙ／Ｎ）　エンド：Ｙ（Ｙ／Ｎ）

レコード長：ＸＸＸＸ

フォーマットＩＤ：ＦＭＴＩＤ２２

メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２２

Ｊ９６１４ＪＰ

１－６



　ユーザー形式定義

ユーザー形式定義
Ｊ９７１４ＪＰ

主画面

顧客コード：ＩＸＸＸ フォーマットＩＤ：ＦＭＴＩＤ２２

フォーマット区分：Ｕ１（Ｕ１：ユーザー１、Ｕ２：ユーザー２）

データ・レコード：Ｙ（Ｙ／Ｎ）,トレーラー・レコード：Ｙ（Ｙ／Ｎ）,エンド・レコード：Ｙ（Ｙ／Ｎ）

＊　ヘッダー　＊

レコード区分

レコード種類

差出ユーザー識別　

宛先ユーザー識別

開始位置 長さ識別値

０１ ＨＤＲ ３

０４ ８

１２ １６

ユーザー形式定義
Ｊ９７１５ＪＰ

副画面

＊　データ記述部　＊

レコード区分

開始位置 長さ

フィールド
　　・
　　・

＊　トレーラー記述部　＊

レコード区分

開始位置 長さ

合計件数

＊　エンド記述部　＊

レコード区分

開始位置 長さ

合計件数

合計フィールド１
　　・
　　・

合計フィールド１
　　・
　　・

識別値

識別値 識別値

０１ ＤＡＴ ３

１

０１ ＴＲＬ ３

０４ ５

０１ ＥＮＤ ３

０４ ５

１－７



　送信

　電文上のセンター・コードは８０５００１と指定して次のように送信すると　　

　ユーザーＣとユーザーＤ宛のデータが蓄積されます。

・・・　２２ＣＣＣＣＣＣ　ＡＡＡＡＡＡＡＡ　８０５００１ＢＢ０１

データ種別　　識別子ステーション・コードセンター・コード電文区分

１　　４　　　　　１２　　　　　２０

ＥＮＤ

ＴＲＬ

・
・

ＤＡＴ

ＩＸＸＸＤＤＤＩＸＸＸＭＳＧＩＤ２２ＨＤＲ

ＥＮＤ

ＴＲＬ

・
・
・

ＤＡＴ

ＩＸＸＸＣＣＣＩＸＸＸＭＳＧＩＤ２２ＨＤＲ

１－８



　（３）　同報宛先指定

　　同報宛先というのは、制御電文上にはＩＥ／ＥＸ宛を示す特別のセンター　　

　コードを指定しておき（これは内包宛先の場合と同じ方法）、実際の宛先は　　

　データのヘッダーにあたるレコード上に指定（最大９宛先指定可能）して、　　

　各宛先のメール・ボックスにメッセージを蓄積する送信方法です。

　内包処理の一機能として提供されます。

　ユーザー形式５を使用し、フォーマット定義が必要です。

　例　ＪＣＡのユーザーＡが同報宛先でユーザーＥ、ユーザーＦ、ユーザーＧに

　　　送信する場合。

ＩＥ／ＥＸ

Ａ→Ｅのデータ
ＪＣＡ

ユーザーＡ

ユーザーＦ

ユーザーＥ

ユーザーＧ

Ａ→Ｆのデータ

Ａ→Ｇのデータ

ＪＣＡデータ種別
２３

メッセージ識別コード
２３

通信コード
ＡＡＡＡＡＡＡＡ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＡＡＡ

顧客コード
ＩＸＸＸ

１－９



データの作り方（ユーザー形式５を使用するのでフォーマット定義が必要です）

１   

０

０

データ

データ

・
・
・

宛先件数
↑ 宛先１ 宛先２ 宛先３

１

３ＩＸＸＸ ＩＸＸＸＥＥＦ ＩＸＸＸ ＩＸＸＸＦＦＦ ＩＸＸＸ ＩＸＸＸＧＧＧ

１０１１ ２７ ４３

　送信側登録

　通信コード（ステーション・コード）

通信コード／別名登録
Ｊ９５１４ＪＰ

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ

プロトコル 通信コード 識別子 説　　明

ＪＣＡ ＡＡＡＡＡＡＡＡ ＣＣＣＣＣＣ ステーション・コードＡ(差出し)

照会/更新

　ＪＣＡデータ種別

メッセージ処理 ﾕｰｻﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ副画面

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２３

ＪＣＡデータ種別：２３

Ｊ９６２５ＪＰ

　内包処理形式（ユーザー形式）

メッセージ処理 グループ・オプション

顧客コード：ＩＸＸＸ

内包処理形式

形式：Ｕ（１：標準形式－１、２：標準形式－２，３：標準形式－３，Ｕ：ユーザー形式）

標準オプション　データ：Ｙ（Ｙ／Ｎ）　トレーラー：Ｙ（Ｙ／Ｎ）　エンド：Ｙ（Ｙ／Ｎ）

レコード長：ＸＸＸＸ

フォーマットＩＤ：ＦＭＴＩＤ２３

メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２３

Ｊ９６１４ＪＰ

１－１０



　ユーザー形式定義

ユーザー形式定義
Ｊ９７１４ＪＰ

主画面

顧客コード：ＩＸＸＸ フォーマットＩＤ：ＦＭＴＩＤ２３

フォーマット区分：Ｕ５（Ｕ１：ユーザー１、Ｕ２：ユーザー２）

データ・レコード：Ｎ（Ｙ／Ｎ）,トレーラー・レコード：Ｎ（Ｙ／Ｎ）,エンド・レコード：Ｎ（Ｙ／Ｎ）

＊　ヘッダー　＊

レコード区分

レコード種類

差出ユーザー識別　

宛先ユーザー識別

開始位置 長さ識別値

０１ １

１１ １６

１

ユーザー形式定義
Ｊ９７１５ＪＰ

副画面

＊　データ記述部　＊

レコード区分

開始位置 長さ

フィールド１
　　・
　　・

＊　トレーラー記述部　＊

レコード区分

開始位置 長さ

合計件数

＊　エンド記述部　＊

レコード区分

開始位置 長さ

合計件数

合計フィールド１
　　・
　　・

合計フィールド１
　　・
　　・

識別値

０１ ０ １

識別値 識別値

１－１１



　送信

　電文上のセンター・コードは８０５００１と指定して次のように送信すると　　

　ユーザーＥ、ユーザーＦ及びユーザーＧ宛のデータが蓄積されます。

・・・　２３ＣＣＣＣＣＣ　ＡＡＡＡＡＡＡＡ　８０５００１ＢＢ０１

データ種別　　識別子ステーション・コードセンター・コード電文区分

　　　〃０

　　　〃０

　　　〃０

　　　〃０

　　データ０

IXXX    IXXXGGGIXXX   IXXXFFFIXXX    IXXXEEE３１

１－１２



　１．３　ユーザー起動配布

　　お客様からダイヤリングし、ＩＥ／ＥＸよりデータを受信する方法です。

　メール・ボックスにある受信者宛のデータを受信する場合、差出者を特定する

　方法と、差出者を特定しない方法（すべての差出者の意味）とがあります。

　なお、データ種別は必ず指定します。

　（１）　単一差出指定

　　単一差出指定というのは、受信要求制御電文上に差出者のセンター・コード

　を指定して受信する方法です。

　受信側での登録のほかに差出者側の通信コードの登録が必要になります。

　例　差出ユーザーＡを指定してユーザーＢが受信する場合

　　　（ユーザーＡのプロトコルはＪＣＡでなくてもよい）

ＩＥ／ＥＸ

Ａ→ＢのデータユーザーＡ
ユーザーＢ
ＪＣＡ

ＪＣＡデータ種別
２１

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

ＪＣＡデータ種別
２１

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

通信コード
ＢＢＢＢＢＢＢＢ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＢＢＢ

通信コード
ＡＡＡＡＡＡ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＡＡＡ

顧客コード
ＩＸＸＸ

顧客コード
ＩＸＸＸ

　受信者側の登録

　通信コード(ステーション・コード)

　差出ユーザーＡがＪＣＡでユーザーＢ宛に直接宛先で指定している場合には、

　ユーザーＢの通信コードとしてセンター・コードも必要なので次のように

　なります。

通信コード／別名登録
Ｊ９５１４ＪＰ

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ

プロトコル 通信コード 識別子 説　　明

ＪＣＡ ＢＢＢＢＢＢＢＢ ＣＣＣＣＣＣ ステーション・コードＢ

照会/更新

ＪＣＡ センター・コードＢＢＢＢＢＢＢ

１－１３



　ＪＣＡデータ種別

メッセージ処理 ﾕｰｻﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ副画面

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２１

ＪＣＡデータ種別：２１

Ｊ９６２５ＪＰ

　差出側の登録　

　通信コード（センター・コード）

　差出しユーザーＡがＪＣＡの場合、通信コードとしてステーション・コードも

　必要なので次のようになります。

通信コード／別名登録
Ｊ９５１４ＪＰ

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ

プロトコル 通信コード 識別子 説　　明

ＪＣＡ ＡＡＡＡＡＡ

ステーション・コードＡ

照会/更新

ＪＣＡ

センター・コードＡ

ＡＡＡＡＡＡＡＡ

　この結果、次の制御電文をユーザーＢが送るとユーザーＡからのメッセージ

　識別コードＭＳＧＩＤ２１のデータが受信できます。

・・・　２１ＣＣＣＣＣＣ　ＢＢＢＢＢＢＢＢ　ＡＡＡＡＡＡＡＡ０１

データ種別　　識別子ステーション・コードセンター・コード電文区分

１－１４



　（２）　全差出指定

　　制御電文上にはＩＥ／ＥＸを示すセンター・コードを指定して、全ての差出者

　からのデータを受信します。

　例　複数の差出者からのデータを受信する場合

ＩＥ／ＥＸ

Ｘ→ＢのデータユーザーＸ

ユーザーＢ
Ｙ→Ｂのデータ

ユーザーＹ

ＪＣＡ

ＪＣＡデータ種別
２１

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

通信コード
ＢＢＢＢＢＢＢＢ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＢＢＢ

顧客コード
ＩＸＸＸ

　受信者側の登録は直接差出指定の受信と同じです。

　差出側の通信コードの登録は必要ありません。

　次の制御電文のようにセンターコード８０５００１を指定して受信要求

　すれば、ユーザーＢ宛のメッセージ識別コードＭＳＧＩＤ２１のデータが受信

　できます。

・・・　　２１ＣＣＣＣＣＣ　ＢＢＢＢＢＢＢＢ　８０５００１ＡＡ０１

データ種別　　識別子ステーション・コードセンター・コード電文区分

１－１５



　　

　　このページはブランクです。

１－１６



　１．４　センター起動収集

　　ＩＥ／ＥＸ側からダイヤリングし、制御電文を出し、お客様からのデータを

　収集します。

　この場合お客様からのデータの宛先の指定方法は、ユーザー起動の場合と同様に

　直接宛先指定、内包宛先指定と同報宛先指定の三つがあります。センター起動

　収集は指定した時間に電話をかけて起動する時間起動で行われます。

　（１）　直接宛先指定

　　センター起動収集の場合、直接宛先指定というのは、制御電文上にデータの

　宛先側の通信コード（ステーション・コード）を指定して、受信要求を出し

　収集する方法です。センター起動の場合、通信コードの指定はセッション定義で

　行います。

　例　センター起動でＪＣＡユーザーＡからのデータを直接宛先指定でユーザーＢ

　　　に蓄積する場合。

ＩＥ／ＥＸ

Ａ→ＢのデータユーザーＡ ユーザーＢ
ＪＣＡ

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

ＪＣＡデータ種別
２１

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＢＢＢ

通信コード（ｾﾝﾀｰｺｰﾄﾞ)

ＡＡＡＡＡＡ
ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＡＡＡ

顧客コード
ＩＸＸＸ

顧客コード
ＩＸＸＸ

１－１７



　送信側の登録

　ＮＣＵ電話番号、アクセスポイント（IXXX IXXXAAAのプロファイル)

ユーザー・プロファイル 照会・更新(ＪＣＡ・副画面）
Ｊ９３２４ＪＰ

センター起動利用時

ＮＣＵ電話番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ アクセスポイント ＴＯＫ

　ＪＣＡデータ種別

メッセージ処理 ﾕｰｻﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ副画面

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２１

ＪＣＡデータ種別：２１

Ｊ９６２５ＪＰ

　セッション定義

セッション定義 時刻起動
Ｊ９８１４ＪＰ

顧客コード：　ＩＸＸＸ

メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２１

集配区分：１（０：配布、１：収集）　　　　　　　　パスワード：　　ＣＣＣＣＣＣ

差出顧客コード：　ＩＸＸＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ

　　通信コード：　ＢＢＢＢＢＢＢＢ（ＪＣＡ時）

宛先顧客コード：　ＩＸＸＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ

　　通信コード：　ＡＡＡＡＡＡ（ＪＣＡ時）

ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ　　セッションＩＤ：ＳＥＳＳ２１

　ここで差出は電話をかける側、宛先は電話される側を意味します。

　データの流れは、集配区分が＂収集＂となっているので送信者は

 ＩＸＸＸＡＡＡ、受信者はＩＸＸＸＢＢＢとなります。

　　起動スケジュールは、時刻起動定義の管理でユーザーごとにセッションＩＤ、

　時刻、日付、開始年月日を登録します。

　開始年月日以降、指定された日時に、センター側からユーザーＡに電話がかけら

　れます。接続が完了すると、セッションＩＤ、ＳＥＳＳ２１で指定された

　セッション定義の通信コードが電文上にセットされてユーザーＡに次のような

　電文として送られます。

・・・　　２１ＣＣＣＣＣＣ　ＢＢＢＢＢＢＢＢ　ＡＡＡＡＡＡＡＡ０１

データ種別　識別子ステーション・コードセンター・コード電文区分

　（通信コード／別名登録の必要はありません）

　この結果ユーザーＡからのデータは収集されてユーザーＢ宛にメールボックス

　に蓄積されます。

１－１８



　（２）　内包宛先指定

　　センター起動収集の場合、内包宛先指定というのは、制御電文上にＩＥ／ＥＸ

　を示す（通信コード）を指定して受信要求を出し収集し、その後、データの中の

　ヘッダーにある宛先に従って蓄積する方法です。

　例　センター起動でＪＣＡのユーザーＡから内包宛先のデータを収集し、

　　　ユーザーＣ、ユーザーＤ宛に蓄積する場合

ＩＥ／ＥＸ

Ａ→Ｃのデータ

Ａ→Ｄのデータ

ユーザーＡ

ＪＣＡ

顧客コード
ＩＸＸＸ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＣＣＣ

顧客コード
ＩＸＸＸ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＤＤＤ

ユーザーＣ

ユーザーＤ

ＪＣＡデータ種別
２２

メッセージ識別コード
ＭＳＧＩＤ２２

通信コード（ｾﾝﾀｰｺｰﾄﾞ)
ＡＡＡＡＡＡ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＡＡＡ

顧客コード
ＩＸＸＸ

　データの作り方（ユーザー形式１）

１　　４　　　　　１２　　　　　２０

全　件　数ＥＮＤ

ＤＡＴの件
数

ＴＲＬ

・
・

ＤＡＴ

ＩＸＸＸＤＤＤＩＸＸＸＭＳＧＩＤ２２ＨＤＲ

全　件　数ＥＮＤ

ＤＡＴの件
数

ＴＲＬ

・
・
・

ＤＡＴ

ＩＸＸＸＣＣＣＩＸＸＸＭＳＧＩＤ２２ＨＤＲ

１－１９



　送信側の登録

　ＮＣＵ電話番号、アクセスポイント（IXXX IXXXAAAのプロファイル）

ユーザー・プロファイル 照会・更新(ＪＣＡ・副画面）
Ｊ９３２４ＪＰ

センター起動利用時

ＮＣＵ電話番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ アクセスポイント ＴＯＫ

　ＪＣＡデータ種別

メッセージ処理 ﾕｰｻﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ副画面

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２２

ＪＣＡデータ種別：２２

Ｊ９６２５ＪＰ

　内包処理形式（ユーザー形式）

メッセージ処理 グループ・オプション

顧客コード：ＩＸＸＸ

内包処理形式

形式：Ｕ（１：標準形式－１、２：標準形式－２，Ｕ：ユーザー形式）

標準オプション　データ：Ｙ（Ｙ／Ｎ）　　エンド：Ｙ（Ｙ／Ｎ）

レコード長：ＸＸＸＸ

フォーマットＩＤ：ＦＭＴＩＤ２２

メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２２

Ｊ９６１４ＪＰ

１－２０



　ユーザー形式定義

ユーザー形式定義
Ｊ９７１４ＪＰ

主画面

顧客コード：ＩＸＸＸ フォーマットＩＤ：ＦＭＴＩＤ２２

フォーマット区分：Ｕ１（Ｕ１：ユーザー１、Ｕ２：ユーザー２）

データ・レコード：Ｙ（Ｙ／Ｎ）,トレーラー・レコード：Ｙ（Ｙ／Ｎ）,エンド・レコード：Ｙ（Ｙ／Ｎ）

＊　ヘッダー　＊

レコード区分

レコード種類

差出ユーザー識別　

宛先ユーザー識別

開始位置 長さ

０１ ＨＤＲ ３

０４ ８

１２ １６

識別値

ユーザー形式定義
Ｊ９７１５ＪＰ

副画面

＊　データ記述部　＊

レコード区分

開始位置　　識別値 長さ

フィールド１
　　・
　　・

＊　トレーラー記述部　＊

レコード区分

開始位置　　識別値 長さ

合計件数

＊　エンド記述部　＊

レコード区分

開始位置 長さ

合計件数

合計フィールド１
　　・
　　・

合計フィールド１
　　・
　　・

０１ ＤＡＴ ３

０１

０４

ＴＲＬ ３

５

０１ ＥＮＤ ３

０４ ５

識別値

　セッション定義

セッション定義 時刻起動
Ｊ９８１４ＪＰ

顧客コード：　ＩＸＸＸ

メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２２

集配区分：１（０：配布、１：収集）　　　　　　　　パスワード／識別値：　　ＣＣＣＣＣＣ

差出顧客コード：　ＩＥＥＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＥＥＸ００１

　　通信コード：　８０５００１００（ＪＣＡ時）

宛先顧客コード：　ＩＸＸＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ

　　通信コード：　ＡＡＡＡＡＡ（ＪＣＡ時）

ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ　　セッションＩＤ：ＳＥＳＳ２２

１－２１



　ここで差出は電話をかける側、宛先は電話をされる側を意味します。

　内包の時、差出顧客コードは＇ＩＥＥＸ＇、ユーザーＩＤは＇ＩＥＥＸ００１＇

　と登録しておきます。

　差出側の通信コードには通常、ＩＥ／ＥＸのステーションコードである

　８０５００１００を指定しますが、相手に受け入れられるものであれば

　任意のコードでも結構です。

　　起動スケージュールは時刻起動定義の管理でユーザーごとにセッションＩＤ、

　時刻、日付、開始年月日を登録します。

　開始年月日以降、指定された日時にセンター側からユーザーＡに電話がかけら

　れます。

　接続が完了すると、セッションＩＤ、ＳＥＳＳ２２で指定されたセッション定義

　の通信コードが電文上にセットされてユーザーＡに次のような電文として送られ

　ます。

・・・　２２ＣＣＣＣＣＣ　８０５００１００　ＡＡＡＡＡＡＡＡ０１

データ種別　　識別子ステーション・コードセンター・コード電文区分

　（通信コード／別名登録の必要はありません）

　この結果ユーザーＡからの内包宛先データが収集され、ユーザーＣ、ユーザーＤ

　宛にメールボックスに蓄積されます。

１－２２



　（３）　同報宛先指定

　　センター起動収集の場合、同報宛先指定というのは、制御電文上にＩＥ／ＥＸ

　を示す（通信コード）を指定して受信要求を出し収集し、その後、データの中の

　ヘッダーにある宛先に従って蓄積する方法です。

　例　センター起動でＪＣＡのユーザーＡから同報宛先のデータを収集し、

　　　ユーザーＥ、ユーザーＦ、ユーザーＧ宛に蓄積する場合。

ＩＥ／ＥＸ

Ａ→Ｅのデータ

Ａ→Ｆのデータ

ユーザーＡ

ＪＣＡ

顧客コード
ＩＸＸＸ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＥＥＥ

顧客コード
ＩＸＸＸ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＦＦＦ

ユーザーＥ

ユーザーＦ

ユーザーＧ

顧客コード
ＩＸＸＸ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＧＧＧ

Ａ→Ｇのデータ

ＪＣＡデータ種別
２３

メッセージ識別コード
ＭＳＧＩＤ２３

通信コード（ｾﾝﾀｰｺｰﾄﾞ)
ＡＡＡＡＡＡ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＡＡＡ

顧客コード
ＩＸＸＸ

　データの作り方（ユーザー形式５）

１  

０

０

データ

データ

・
・
・

宛先件数
↑ 宛先１ 宛先２ 宛先３

１　　１０１１ ２７ ４３

３ＩＸＸＸ ＩＸＸＸＥＥＦ ＩＸＸＸ ＩＸＸＸＦＦＦ ＩＸＸＸ ＩＸＸＸＧＧＧ

１－２３



　送信側の登録

　ＮＣＵ電話番号、アクセスポイント（IXXX IXXXAAAのプロファイル)

ユーザー・プロファイル 照会・更新(ＪＣＡ・副画面）
Ｊ９３２４ＪＰ

センター起動利用時

ＮＣＵ電話番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ アクセスポイント ＴＯＫ

　ＪＣＡデータ種別

メッセージ処理 ﾕｰｻﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ副画面

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２３

ＪＣＡデータ種別：２３

Ｊ９６２５ＪＰ

　内包処理形式（ユーザー形式）

メッセージ処理 グループ・オプション

顧客コード：ＩＸＸＸ

内包処理形式

形式：Ｕ（１：標準形式－１、２：標準形式－２，Ｕ：ユーザー形式）

標準オプション　データ：Ｙ（Ｙ／Ｎ）　　エンド：Ｙ（Ｙ／Ｎ）

レコード長：ＸＸＸＸ

フォーマットＩＤ：ＦＭＴＩＤ２３

メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２３

Ｊ９６１４ＪＰ

１－２４



　ユーザー形式定義

ユーザー形式定義
Ｊ９７１４ＪＰ

主画面

顧客コード：ＩＸＸＸ フォーマットＩＤ：ＦＭＴＩＤ２３

フォーマット区分：Ｕ５（Ｕ１：ユーザー１、Ｕ２：ユーザー２）

データ・レコード：Ｎ（Ｙ／Ｎ）,トレーラー・レコード：Ｎ（Ｙ／Ｎ）,エンド・レコード：Ｎ（Ｙ／Ｎ）

＊　ヘッダー　＊

レコード区分

レコード種類　　　　　　　　　　　　　　

差出ユーザー識別　

宛先ユーザー識別

開始位置 長さ識別値

０１ 1 １

１１ １６

ユーザー形式定義
Ｊ９７１５ＪＰ

副画面

＊　データ記述部　＊

レコード区分

開始位置 長さ

フィールド１
　　・
　　・

＊　トレーラー記述部　＊

レコード区分

開始位置 長さ

合計件数

＊　エンド記述部　＊

レコード区分

開始位置 長さ

合計件数

合計フィールド１
　　・
　　・

合計フィールド１
　　・
　　・

識別値

０１ ０ １

識別値 識別値

　セッション定義

セッション定義 時刻起動
Ｊ９８１４ＪＰ

顧客コード：　ＩＸＸＸ

メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２３

集配区分：１（０：配布、１：収集）　　　　　　　　パスワード／識別値：　　ＣＣＣＣＣＣ

差出顧客コード：　ＩＥＥＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＥＥＸ００１

　　通信コード：　８０５００１００（ＪＣＡ時）

宛先顧客コード：　ＩＸＸＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ

　　通信コード：　ＡＡＡＡＡＡ（ＪＣＡ時）

ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ　　セッションＩＤ：ＳＥＳＳ２３

１－２５



　ここで差出は電話をかける側、宛先は電話される側を意味します。

　同報の時、差出顧客コードは＇ＩＥＥＸ＇、ユーザーＩＤは＇ＩＥＥＸ００１＇

　と登録しておきます。

　差出側の通信コードには通常ＩＥ／ＥＸのステーションコードである

　８０５００１００を指定しますが、相手に受け入れられるものであれば

　任意のコードでも結構です。

　　起動スケジュールは時刻起動定義の管理でユーザーごとにセッションＩＤ、

　時刻、日付、開始年月日を登録します。

　開始年月日以降、指定された日時にセンター側からユーザーＡに電話がかけられ

　ます。接続が完了すると、セッションＩＤ、ＳＥＳＳ２３で指定された

　セッション定義の通信コードが電文上にセットされてユーザーＡに次のような

　電文として送られます。

・・・　２３ＣＣＣＣＣＣ　８０５００１００　ＡＡＡＡＡＡＡＡ０１

データ種別　　識別子ステーション・コードセンター・コード電文区分

　（通信コード／別名登録の必要はありません）

　この結果ユーザーＡからの同報宛先データは収集され、ユーザーＥ、

  ユーザーＦ、ユーザーＧ宛にメールボックスに蓄積されます。

１－２６



　１．５　センター起動配布

　　ＩＥ／ＥＸ側からダイヤリングし、制御電文を出しデータを配布します。

　この場合、差出者を特定して、その差出者からのデータを配布する方法と差出者

　を特定しないで全差出者からのデータを配布する方法とがあります。

　（１）　単一差出指定

　　単一差出指定というのは制御電文上に差出者の通信コード（ステーション・

　コード）を指定して配布する方法です。

　センター起動の場合、通信コードの設定は、セッション定義で行います。

　　例　センター起動で、ユーザーＡからのデータをユーザーＢに配布する場合　

　　　　（ユーザーＡのプロトコルはＪＣＡ以外でも可）

ＩＥ／ＥＸ

Ａ→ＢのデータユーザーＡ ユーザーＢ
ＪＣＡ

ＪＣＡデータ種別
２１

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

通信コード
ＢＢＢＢＢＢ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＢＢＢ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＡＡＡ

顧客コード
ＩＸＸＸ

顧客コード
ＩＸＸＸ

１－２７



　受信者側の登録

　ＮＣＵ電話番号、アクセスポイント（IXXX IXXXBBBのプロファイル）

ユーザー・プロファイル 照会・更新(ＪＣＡ・副画面）
Ｊ９３２４ＪＰ

センター起動利用時

ＮＣＵ電話番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ アクセスポイント ＴＯＫ

　　　

　ＪＣＡデータ種別

メッセージ処理 ﾕｰｻﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ副画面

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２１

ＪＣＡデータ種別：２１

Ｊ９６２５ＪＰ

　セッション定義

セッション定義 時刻起動
Ｊ９８１４ＪＰ

顧客コード：　ＩＸＸＸ

メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２１

集配区分：１（０：配布、１：収集）　　　　　　　　パスワード：　　ＣＣＣＣＣＣ

差出顧客コード：　ＩＸＸＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ

　　通信コード：　ＡＡＡＡＡＡＡＡ（ＪＣＡ時）

宛先顧客コード：　ＩＸＸＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ

　　通信コード：　ＢＢＢＢＢＢ（ＪＣＡ時）

ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ　　セッションＩＤ：ＳＥＳＳ２１

　　起動スケジュールは時刻起動の定義の管理でユーザーごとにセッションＩＤ、

　時刻、日付、開始年月日を登録します。

　開始年月日以降、指定された日時に、センター側からユーザーＢに電話がかけら

　れます。接続が完了するとセッションＩＤ、ＳＥＳＳ２１で指定された

　セッション定義の通信コードが電文上にセットされてユーザーＢに次のような

　電文として送られます。

・・・　　２１ＣＣＣＣＣＣ　ＡＡＡＡＡＡＡＡ　ＢＢＢＢＢＢＢＢ０１

データ種別　識別子ステーション・コードセンター・コード電文区分

　（通信コード／別名登録の必要はありません）

　この結果、ユーザーＡからのデータがユーザーＢに配布されます。

１－２８



　（２）　全差出指定

　　全差出指定というのは、制御電文上にＩＥ／ＥＸを示す通信コード

　（ステーション・コード）を指定して配布する方法です。

　センター起動の場合、通信コードの指定はセッション定義で行います。

　　　　　　

　例　複数の差出者からのデータを、センター起動でユーザーＢへ配布する場合

ユーザーＢ

ＪＣＡ
ユーザーＸ

ユーザーＹ

ＩＥ／ＥＸ

Ｘ→Ｂのデータ

Ｙ→Ｂのデータ

ＪＣＡデータ種別
２１

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

通信コード
ＢＢＢＢＢＢ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＢＢＢ

顧客コード
ＩＸＸＸ

　受信側の登録はセッション定義を除いて単一差出指定と同じです。

　セッション定義は次のようにします。

　

セッション定義 時刻起動
Ｊ９８１４ＪＰ

顧客コード：　ＩＸＸＸ

メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２１

集配区分：０（０：配布、１：収集）　　　　　　　　パスワード：　　ＣＣＣＣＣＣ

差出顧客コード：　ＩＥＥＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＥＥＸ００１

　　通信コード：　８０５００１００（ＪＣＡ時）

宛先顧客コード：　ＩＸＸＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ

　　通信コード：　ＢＢＢＢＢＢ（ＪＣＡ時）

ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ　　セッションＩＤ：ＳＥＳＳ２１Ｂ

　差出顧客コードは＇ＩＥＥＸ＇、ユーザーＩＤは＇ＩＥＥＸ００１＇と登録

　しておきます。

　差出側の通信コードには通常ＩＥ／ＥＸのステーション・コードである

　８０５００１００を指定しますが、相手に受け入れられるものであれば任意の

　コードでも結構です。

　起動スケジュールは時刻起動定義の管理でユーザーごとにセッションＩＤ、

　時刻、日付、開始年月日を登録します。

１－２９



　　開始年月日以降指定された日時に、センター側からユーザーＢに電話がかけら

　れます。

　接続が完了するとセッションＩＤ、ＳＥＳＳ２１Ｂで指定されたセッション定義

　の通信コードが電文上にセットされてユーザーＢに次のような電文として送られ

　ます。

・・・　２１ＣＣＣＣＣＣ　８０５００１００　ＢＢＢＢＢＢＢＢ０１

データ種別　　識別子ステーション・コードセンター・コード電文区分

　（通信コード／別名登録の必要はありません）

　この結果、ユーザーＸ、ユーザーＹからのデータがユーザーＢに配布されます。

１－３０



　（３）　強制配布

　　強制配布というのは、送信者からのデータが宛先（受信者）に蓄積完了

  すると、センター側から受信者にダイヤリングし、直ちに配布する方法です。

　受信側でのセッション定義で、通信コードを指定します。

　　　　　　

　例　ユーザーＢがユーザーＡからのデータを強制配布で受取る場合

　

ＩＥ／ＥＸ

Ａ→ＢのデータユーザーＡ ユーザーＢ
ＪＣＡ

ＪＣＡデータ種別
２１

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

通信コード
ＢＢＢＢＢＢ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＢＢＢ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＡＡＡ

顧客コード
ＩＸＸＸ

顧客コード
ＩＸＸＸ

　受信者側の登録

　ＮＣＵ電話番号、アクセスポイント、強制配布（IXXX IXXXBBBのプロファイル)

ユーザー・プロファイル 照会・更新(ＪＣＡ・副画面）
Ｊ９３２４ＪＰ

センター起動利用時

ＮＣＵ電話番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

強制配布　Ｙ アクセスポイント ＴＯＫ

　

１－３１



事象起動定義の登録

顧客コード．．．．．ＩＸＸＸ

ユーザーID．．．．．ＩＸＸＸＢＢＢ

差出システムID．．．

差出顧客コード．．．ＩＸＸＸ

差出ユーザーID．．．ＩＸＸＸＡＡＡ

ユーザー・クラス．．ＭＳＧＩＤ２１　（メッセージ識別コード）

下記の項目を入力し実行キーを押して下さい。

対象メッセージ（ A= 全部　H= 優先指定のみ）・・・
起動可能  ? (Y/N）・・・・・・・・・・・・・・・・

セッションＩＤ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ＭＳＧＩＤ２１

Ａ
Ｙ

Ｍ８１２０ＪＰ

１－３２



　ＪＣＡデータ種別

メッセージ処理 ﾕｰｻﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ副画面

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２１

ＪＣＡデータ種別：２１

Ｊ９６２５ＪＰ

　セッション定義（強制配布）

セッション定義 事象起動
Ｊ９８３４ＪＰ

顧客コード：　ＩＸＸＸ

ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ

差出顧客コード：　ＩＸＸＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ

　　通信コード：　ＡＡＡＡＡＡＡＡ（ＪＣＡ時）

宛先顧客コード：　ＩＸＸＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ

　　通信コード：　ＢＢＢＢＢＢ　　（ＪＣＡ時）

パスワード／識別子＝　ＣＣＣＣＣＣ

セッションＩＤ： ＭＳＧＩＤ２１ （メッセージ識別コード）

　セッションＩＤとしてメッセージ識別コードと差出ユーザーの組合せを指定

　する必要があります。

　ユーザーＡから、メッセージ識別コードＭＳＧＩＤ２１のデータがユーザーＢ宛

　に蓄積されるとセンター側から電話をかけて次の電文をユーザーＢに送ります。

・・・　２１ＣＣＣＣＣＣ　ＡＡＡＡＡＡＡＡ　ＢＢＢＢＢＢＢＢ０１

データ種別　　識別子ステーション・コードセンター・コード電文区分

　この結果データがユーザーＢに配布されます。

１－３３



　　このページはブランクです。

１－３４



　１．６　ファイル交換成立基準

　

　ＩＥ／ＥＸは下記のタイミングで、ファイルを収集済み／配布済みと

　（コミット）します。

終了確認を受信した時点で配布コミットセンター起動配布
　　（４）

終了電文を受信後、回線切断（ＤＩＳＣ）を送信した時点で収集コミットセンター起動収集
　　（３）

終了電文を送信後、回線切断（ＤＩＳＣ）を受信した時点で配布コミットユーザー起動配布
　　（２）

終了確認（処理区分＝＇　＇）を送信後、回線切断（ＤＩＳＣ）を受信
した時点で収集コミット
　

ユーザー起動収集
　　（１）

ユーザープロファイルの再送要求にかかわらず

　（１）　ユーザー起動収集

お客さま ＩＥ／ＥＸ

ダイヤリング

開　始　要　求

デ　ー　タ１

デ　ー　タＭ

終　了　電　文

回　線　切　断

開　始　承　認

終　了　確　認

・　　　　　　　　・
・　　　　　　　　・

＊収集済みと（コミット）します。

１－３５



　（２）　ユーザー起動配布

お客さま ＩＥ／ＥＸ

ダイヤリング

開　始　要　求

回　線　切　断

デ　ー　タ１

終　了　電　文

デ　ー　タＭ

・　　　　　　　　・
・　　　　　　　　・

＊配布済みと（コミット）します。

　（３）　センター起動収集

　 　 　

お客さま ＩＥ／ＥＸ

ダイヤリング

開　始　要　求

回　線　切　断

デ　ー　タ１

終　了　電　文

デ　ー　タＭ

・　　　　　　　　・
・　　　　　　　　・

＊収集済みと（コミット）します。

１－３６



　（４）　センター起動配布

お客さま ＩＥ／ＥＸ

ダイヤリング

開　始　要　求

デ　ー　タ１

デ　ー　タＭ

終　了　電　文

回　線　切　断

開　始　承　認

終　了　確　認

・　　　　　　　　・
・　　　　　　　　・

＊配布済みと（コミット）します。

１－３７



　　このページはブランクです。
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　１．７　０件データの扱い

　０件データ（データなし）の扱いは、ユーザープロファイルの「データなし　　

　扱い拡張機能」の指定によって選択できるようになっています。

　次の表を参照して、お客様の都合の良い様に設定して下さい。

作成される
確認
メッセージ

Ａユーザー
作成される
確認
メッセージ

Ａユーザー ＩＥ／ＥＸ Ｂユーザー

（１）ユーザー起動

終了電文の処理区分
　　　　　　＝＇ＮＯ＇

データなし
の扱い
拡張機能

Ｂユーザー
データなし
の扱い
拡張機能

０
件
の
蓄
積
を
し
ま
す

配
布
後
保
管
又
は
削
除
し
ま
す

（２）ユーザー起動

終了電文の処理区分
　　　　　　＝＇ＮＯ＇

（３）センター起動

終了電文の処理区分
　　　　　　＝＇ＮＯ＇

（１）ユーザー起動

終了電文の処理区分
　　　　　　＝＇  ＇

　　　カウント＝０

（４）センター起動

終了電文の処理区分
　　　　　　＝＇  ＇

　　　カウント＝０

（５）センター起動

終了電文の処理区分
　　　　　　＝＇ＮＯ＇

（２）ユーザー起動

終了電文の処理区分
　　　　　　＝＇  ＇

　　　カウント＝０

（６）センター起動

終了電文の処理区分
　　　　　　＝＇ＮＯ＇

（４）センター起動

終了電文の処理区分
　　　　　　＝＇  ＇

　　　カウント＝０

（５）ユーザー起動

終了電文の処理区分
　　　　　　＝＇ＮＯ＇

（３）センター起動

終了電文の処理区分
　　　　　　＝＇ＮＯ＇

１１７４Ｉ

０６５２Ｉ

０１８０Ｉ

１１７４Ｉ

０６５２Ｉ

０１８０Ｉ

０６７４Ｉ

１１７４Ｉ

０６５２Ｉ

０１８０Ｉ

１１７４Ｉ

０６５２Ｉ

０１８０Ｉ

０６７４Ｉ

０６５６Ｅ

０６７７Ｅ

００５３Ｅ

０６５２Ｉ

０５８０Ｉ

　又は

０５８１Ｉ

０６５２Ｉ

０５８０Ｉ

　又は

０５８１Ｉ

０６５２Ｉ

０５８０Ｉ

　又は

０５８１Ｉ

０６７４Ｉ

０６５２Ｉ

０５８０Ｉ

　又は

０５８１Ｉ

１１１１Ｉ

０６５２Ｉ

１１１１Ｉ

０６５２Ｉ

０６７４Ｉ

Ｙ／Ｎ

Ｙ／Ｎ

Ｙ／Ｎ

Ｙ／Ｎ

Ｙ／Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｙ

Ｎ

Ｙ

Ｙ

収　　　　　集 配　　　　　布

蓄
積
し
ま
せ
ん

セ
ッ
シ
ョ
ン
中
断

リ
ト
ラ
イ
の
対
象
と
な
り
ま
す
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　　　作成される確認メッセージ内容

　　 　　００５３Ｅ　　ジュシン　チュウ　ニ　チュウダン　シマシタ。

　　　 　０１８０Ｉ　　１メッセージ　ヲ　チクセキ　シマシタ。

　　　　 ０５８０Ｉ　　メッセージ　ハイフ　シュウリョウ　シマシタ。

　　　 　０５８１Ｉ　　メッセージ　ハイフ、ホカン　シュウリョウ　シマシタ。

　　　 　０６５２Ｉ　　（シュウハイシン）　ファイル　ノ　ソウジュシン　ガ　オワリマシタ。

　　　　 ０６５６Ｅ　　（シュウハイシン）　ファイル　ノ　ソウジュシン　シュウリョウ　デ

　　　　　　　　　　　 エラーガ　ハッセイシマシタ。　

　　　 　０６７４Ｉ　　オートコール　ショリ　シュウリョウ　シマシタ。

　　　　 ０６７７Ｅ　　シテイサレタ　オートコールセッション　リトライカイスウ　オーバー

　　　　　　　　　　　 シマシタ。

　　　　 １１１１Ｉ　　ハイフスル　ガイトウファイル　ガ　アリマセン。

　　　   １１７４Ｉ　　ガイトウ　ファイル　ナシ　（ＮＯ　ＤＡＴＡ）　ノタメ　ゼロバイト

　　　　　　　　　　　 データヲ　チクセキ　シマス。

１－４０



　１．８　　中断セッションと自動セッション・リセット・オプション

　　何らかの障害により、セッションが中断している状態で後続セッションが

　発生することがあります。その場合、セッションの順序を守るために、後続

　セッションを拒否してほしい場合と、中断セッションを無視して、後続

　セッションを受け入れてほしい場合があります。

　この選択をしていただくために、自動セッション・リセット・オプションを

　設けました。

　　ユーザープロファイルの「自動セッション・リセット・オプション」項目

　で指定します。

　当指定による後続セッションの受け入れ状況は次の表のようになります。

後続セッションは保留され
る。
後続セッションを有効にす
るにはサービス管理責任者
による中断セッションのキ
ャンセルが必要。

中断がリトライ・オーバー
になっている場合、後続セ
ッションが開始される。
リトライ・オーバーになる
までは後続セッションは保
留されている。

センター起動センター起動

後続セッションは拒否され
る。
後続セッションを有効にす
るにはサービス管理責任者
による中断セッションのキ
ャンセルが必要。

後続セッションが開始され
る。

ユーザー起動センター起動

後続セッションは保留され
る。
後続セッションを有効にす
るにはサービス管理責任者
による中断セッションのキ
ャンセルが必要。

後続セッションが開始され
る。

センター起動ユーザー起動

後続セッションは中断セッ
ションの再送以外は拒否さ
れる。
後続セッションを有効にす
るにはサービス管理責任者
による中断セッションのキ
ャンセルが必要。

後続セッションが開始され
る。

ユーザー起動ユーザー起動

＇Ｎ＇指定＇Ｙ＇指定後続セッション中断セッション

自動セッション・リセット・オプション起動タイプ

　　

　　なお、サービス管理責任者によってキャンセルされた中断セッション及び、自

　動セッション・リセット・オプションによって後続セッションが受け入れられた

　場合の先行中断セッションの再送情報はなくなってしまうので、以前の中断セッ

　ションの再開は新規セッションとして行う必要があります。

１－４１



　１．９　　二重セッションと自動セッション・リセット・オプション

　　

　　端末Ａのセッション中に同一ユーザーＩＤで端末Ｂがセッションを開始する　

　と二重セッションとなります。

　二重セッションの扱いは、自動セッション・リセット・オプションによって

　異なり、次の表のようになります。

先行セッションは継続され
る。後続セッションが保留
される。

先行セッションは継続され
る。後続セッションが保留
される。

センター起動センター起動

先行セッションは継続され
る。後続セッションは拒否
される。

先行セッションは中断さ
れ、自動リトライを開始す
る。
後続セッションが開始され
る。

ユーザー起動センター起動

先行セッションは継続され
る。後続セッションが保留
される。

先行セッションは継続され
る。後続セッションが保留
される。

センター起動ユーザー起動

先行セッションは継続され
る。後続セッションは拒否
される。

先行セッションは中断され
る。後続セッションが開始
される。

ユーザー起動ユーザー起動

＇Ｎ＇指定＇Ｙ＇指定後続セッション中断セッション

自動セッション・リセット・オプション起動タイプ

１－４２



　１．１０　　限定受信

　　お客さまが、あるメッセージを受信中に、そのお客さま宛にメッセージが　　

　次々に到着し蓄積されたとします。

　ＩＥ／ＥＸは、その蓄積メッセージがお客さまの受信要求に一致したメッセージ

　であれば、次々に配布しますので受信セッションが予想以上に長引く場合が

　あります。こういう事態を回避するために、限定受信機能を設定しています。

　　限定受信とは、ユーザー起動であれば、お客様が開始要求か再送要求を出した

　時点で、センター起動であれば、ＩＥ／ＥＸが開始要求か再送要求を出した

　時点で蓄積が完了しているメッセージのみを配布する機能です。

　当機能を使用する場合はユーザー・プロファイルの『セッション開始時点まで

　の蓄積データ配布』で＇Ｙ＇を指定して下さい。

１－４３



　　このページはブランクです。
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  １．１１　　再送のサポート

　　ＪＣＡでは、何らかの障害によりセッションが中断した時、ファイルの先頭

　からのみならず、途中から再送することができます。ＩＥ／ＥＸもＪＣＡ手順

　に準じて、再送機能をサポートしています。

　なお、ユーザー・プロファイルの『再送要求』の指定により、扱いが異なる場合

　がありますので、以下の図を参照して下さい。

　（１）　ユーザー起動収集（ユーザー・プロファイルの『再送要求』指定に　　

　　　　　関わらず）

　　　　　ＤＣ１はデータ・カウント１、ｍはＩＥ／ＥＸ収集済件数です。

① 中断後再開（開始要求又は再送要求ＤＣ１＝０）

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＢＢ０１　開始要求

ＢＢ０２　再送要求ＤＣ１＝０

デ　ー　タ　　１

デ　ー　タ　　ｎ

ＢＢ９０　終了電文ＤＣ１＝ｎ

回　線　切　断

ＢＢ１０　開始承認ＤＣ１＝０

ＢＢ２０　終了確認ＤＣ１＝ｎ

又は

ＩＥ／ＥＸ

・
・

１－４５



② 中断後再開（再送要求ＤＣ１＝ｋ）

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＢＢ０２　再送要求ＤＣ１＝ｋ

ＩＥ／ＥＸ

ＢＢ１０　開始承認ＤＣ１＝ｋ

デ　ー　タｋ＋１

デ　ー　タ　　ｎ

ＢＢ９０　終了電文ＤＣ１＝ｎ

回　線　切　断

ＢＢ２０　終了確認ＤＣ１＝ｎ

・
・

ｋ≦ｍの時

ｋ＞ｍの時

ＢＢ１０　開始承認ＤＣ１＝ｍ

デ　ー　タｍ＋１

デ　ー　タ　　ｎ

ＢＢ９０　終了電文ＤＣ１＝ｎ

回　線　切　断

ＢＢ９０　終了確認ＤＣ１＝ｎ

・
・

１－４６



　（２）　ユーザー起動配布（ユーザー・プロファイルの『再送要求』指定に　　

　　　　　関わらず）

　　　　　ＤＣ１はデータカウント１、ｍはＩＥ／ＥＸ配布済件数、ｎは蓄積　　

　　　　　件数です。

① 中断後再開（開始要求又は再送要求ＤＣ１＝０）

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＡＡ０２　再送要求ＤＣ１＝０

回　線　切　断

ＡＡ９０　終了電文ＤＣ１＝ｎ

又は

ＩＥ／ＥＸ

デ　ー　タ　　１

デ　ー　タ　　ｎ

・
・

ＡＡ０１　開始要求

１－４７



② 中断後再開（再送要求ＤＣ１＝ｋ）

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＡＡ０２　再送要求ＤＣ１＝ｋ

ＩＥ／ＥＸ

回　線　切　断

デ　ー　タｋ＋１

デ　ー　タ　　ｎ

ＡＡ９０　終了電文ＤＣ１＝ｎ

・
・

ｋ＜ｍ　かつ　ｋ＜ｎの時

ＡＡ９０　終了電文ＤＣ１＝ｎ

ｋ＝ｍ　かつ　ｋ＝ｎの時

回　線　切　断

ＡＡ９０　終了電文　＇ＳＴ＇

ｋ＞ｍ　又は　ｋ＞ｎの時

回　線　切　断

１－４８



　（３）　センター起動収集・中断・自動リトライ

　　　　　ＤＣ１はデータ・カウント１、ｍはＩＥ／ＥＸ収集済件数です。

① ユーザー・プロファイル再送要求＝＇　＇の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＡＡ０１開始要求

ＩＥ／ＥＸ

　デ　ー　タ ＩＥ／ＥＸは１件目のデータか
ら送られてきたものと解釈し、
収集を続行します。・

・

② ユーザー・プロファイル再送要求＝＇０＇の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＡＡ０２開始要求　ＤＣ１＝０

ＩＥ／ＥＸ

　デ　ー　タ ＩＥ／ＥＸは１件目のデータか
ら送られてきたものと解釈し、
収集を続行します。

③ ユーザー・プロファイル再送要求＝＇Ｃ＇の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＡＡ０２開始要求　ＤＣ１＝ｍ

ＩＥ／ＥＸ

　デ　ー　タ ＩＥ／ＥＸはｍ＋１件目のデー
タから送られてきたものと解釈
し収集を続行します。
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　（４）　センター起動収集・中断・サービス管理責任者による再起動

　　サービス管理責任者は中断セッション状況を照会し、再送指示を行います。

　　（再送方式として＇　＇、＇０＇又は＇Ｃ＇を指定します。）

　　ＤＣ１はデータ・カウント１、ｍはＩＥ／ＥＸ収集済件数です。

① 再送方式＝＇　＇指定の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＡＡ０１開始要求

ＩＥ／ＥＸ

　デ　ー　タ ＩＥ／ＥＸは１件目のデータか
ら送られてきたものと解釈し、
収集を続行します。

（ユーザー・プロファイル再送要求に関わらず）

② 再送方式＝＇０＇指定の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＡＡ０２開始要求　ＤＣ１＝０

ＩＥ／ＥＸ

　デ　ー　タ ＩＥ／ＥＸは１件目のデータか
ら送られてきたものと解釈し、
収集を続行します。

（ユーザー・プロファイル再送要求に関わらず）
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③－１　再送方式＝＇Ｃ＇指定の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＡＡ０２開始要求　ＤＣ１＝０

ＩＥ／ＥＸ

　デ　ー　タ ＩＥ／ＥＸは１件目のデータか
ら送られてきたものと解釈し、
収集を続行します。

（ユーザー・プロファイル再送要求＝＇　＇又は＇０＇の時）

③－２　再送方式＝＇Ｃ＇指定の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＡＡ０２開始要求　ＤＣ１＝ｍ

ＩＥ／ＥＸ

　デ　ー　タ ＩＥ／ＥＸはｍ＋１件目のデー
タから送られてきたものと解釈
し収集を続行します。

（ユーザー・プロファイル再送要求＝＇Ｃ＇の時）

１－５１



　（５）　センター起動配布・中断・自動リトライ

　　　　　ＤＣ１はデータ・カウント１、ｍはＩＥ／ＥＸ配布済件数、ｎは蓄積件

　　　　　数です。

① ユーザー・プロファイル再送要求＝＇　＇の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＢＢ０１開始要求

ＩＥ／ＥＸ

ＢＢ１０開始承認　ＤＣ１＝ｋ ｋ＝０の時

　デ　ー　タ　１

から配布を開始します。

　デ　ー　タ　１

から配布を開始します。

ｋ≠０の時

（注）お客様からＤＣ１ ≠０の開始承
　　認を受けましたが、ＩＥ／ＥＸは
　　開始要求をお客様に送っているの
　　で開始承認電文上のＤＣ１は参照
　　しません。

② ユーザー・プロファイル再送要求＝＇０＇の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＢＢ０２再送要求　ＤＣ１＝０

ＩＥ／ＥＸ

ＢＢ１０開始承認　ＤＣ１＝ｋ ｋ＝０の時

　デ　ー　タ　１

から配布を開始します。

ｋ≠０の時

ＢＢ９０終了電文　＇ＳＴ＇

１－５２



③ ユーザー・プロファイル再送要求＝＇Ｃ＇の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＢＢ０２再送要求　ＤＣ１＝ｍ

ＩＥ／ＥＸ

ＢＢ１０開始承認　ＤＣ１＝ｋ ｋ＝０の時

　デ　ー　タ　１

から配布を開始します。

ＢＢ９０終了電文　ＤＣ１＝ｎ

ｋ＝ｍかつｋ＝ｎの時

　　データ　ｍ＋１

ｋ＜ｍかつｋ＜ｎの時

から配布を開始します。

ｋ＞ｍ又はｋ＞ｎの時

ＢＢ９０終了電文　＇ＳＴ＇

１－５３



　（６）　センター起動配布・中断・サービス管理責任者による再起動

　　サービス管理責任者は中断セッション状況を照会し、再送指示を行います。

　（再送方式として＇　＇、＇０＇又は＇Ｃ＇を指示します。）

　　ＤＣ１はデータ・カウント１、ｍはＩＥ／ＥＸ配布済件数、ｎはＩＥ／ＥＸ

　　蓄積件数です。

① 再送方式＝＇　＇指定の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＢＢ０１開始要求

ＩＥ／ＥＸ

ＢＢ１０開始承認　ＤＣ１＝ｋ ｋ＝０の時

　デ　ー　タ　１

から配布を開始します。

ｋ≠０の時

（ユーザー・プロファイルの再送要求に関わらず）

ＢＢ９０終了電文　＇ＳＴ＇

② 再送方式＝＇０＇指定の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＩＥ／ＥＸ

ＢＢ１０開始承認　ＤＣ１＝ｋ ｋ＝０の時

　デ　ー　タ　１

から配布を開始します。

ｋ≠０の時

（ユーザー・プロファイルの再送要求に関わらず）

ＢＢ９０終了電文　＇ＳＴ＇

ＢＢ０２再送要求　ＤＣ１＝０

１－５４



③－１ 再送方式＝＇Ｃ＇指定の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＢＢ０２開始要求　ＤＣ１＝０

ＩＥ／ＥＸ

ＢＢ１０開始承認　ＤＣ１＝ｋ ｋ＝０の時

　デ　ー　タ　１

から配布を開始します。

ｋ≠０の時

（ユーザー・プロファイル再送要求＝＇　＇又は＇０＇の時）

ＢＢ９０終了電文　＇ＳＴ＇

③－２ 再送方式＝＇Ｃ＇の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＢＢ０２再送要求　ＤＣ１＝ｍ

ＩＥ／ＥＸ

ＢＢ１０開始承認　ＤＣ１＝ｋ ｋ＝０の時

　デ　ー　タ　１

から配布を開始します。

ＢＢ９０終了電文　ＤＣ１＝ｎ

ｋ＝ｍかつｋ＝ｎの時

　　データ　ｋ＋１

ｋ＜ｍかつｋ＜ｎの時

から配布を開始します。

ｋ＞ｍ又はｋ＞ｎの時

ＢＢ９０終了電文　＇ＳＴ＇

（ユーザー・プロファイル再送要求＝＇Ｃ＇の時）

１－５５



　　このページはブランクです。

１－５６



　１．１２　収集時非ブロック化、配布時ブロック化処理

　　　　　

　　ＪＣＡ手順での送受信は伝送ブロック単位に行われます。

　伝送ブロックは１２８又は２５６バイトの固定長です。（拡張として５１２、

　１０２４、２０４８バイトを選択することもできます。）

　　伝送ブロックとお客様の適用業務データの論理レコード長が一致しない場合、

　収集伝送ブロックの中から論理レコード長分だけ、あるいはテキスト長（論理

　レコード長の倍数）分だけ取り出して蓄積することができます。

　これを収集時非ブロック化処理といいます。

　一方、配布する場合、蓄積データから論理レコード長分だけ、あるいはテキ

　スト長毎に伝送ブロックを組み立て、余った部分にダミー文字（ブランク）を

　充填してお客様に送り出すことができます。

　これを配布時ブロック化処理といいます。

　　収集時非ブロック化、配布時ブロック化の指定は、メッセージ・プロファイ

　ル（ユーザー・オプション）の画面でそれぞれ＇Ｙ＇または＇Ｎ＇を指定しま

　す。また、同画面では論理レコード長、テキスト長と収集時、非ブロック化の

　時に使う区切り文字、配布時、ブロック化の時に使う充填文字を指定します。

　伝送ブロックはユーザー・プロファイルで指定します。

　（１）　収集時非ブロック化しない（収集時非ブロック化＇Ｎ＇）

伝送ブロック長 伝送ブロック長

・
・
・

・
・
・

蓄積形式

指定した論理レコード長、テキスト長に関係なく、収集伝送ブロ
ック単位にそのまま蓄積します。

１－５７



　（２）　収集時非ブロック化する（収集時非ブロック化＇Ｙ＇）

① テキスト長≦伝送ブロック長の場合（テキスト長＝論理レコード長×ｎ）

伝送ブロックからテキスト長分を取り出し、ダミー部分があれば、これを取り除
いて蓄積します。また最後の伝送ブロック内の論理レコードの最初の５バイトが
登録してある区切文字と一致した時、その論理レコード以降は蓄積されません。
区切り文字がブランクの場合は最後の伝送ブロック内の論理レコードが全てブラ
ンクならば、その論理レコード以降は蓄積されません。

論理レコード長 論理レコード長 論理レコード長

テキスト長

伝送ブロック長

論理レコード長 論理レコード長 論理レコード長

ダミーレコード１ レコード２ レコード３

テ　キ　ス　ト　長

伝　送　ブ　ロ　ッ　ク　長

レコード１ レコード２ レコード３ ダミー レコード１ レコード２ レコード３

・
・
・
・

レコードｎ ｘｘｘｘｘ

区切り文字（ブランク以外）

レコードｎ

・
・
・
・

・
・
・
・

レコードｎ－３ レコードｎ－２ レコードｎ－１

レコードｎ ダミー

すべてブランク
及び登録してある区切り文字もブランク

レコード１ レコード２ レコード３

レコードｎ－３ レコードｎ－２ レコードｎ－１

・
・
・
・

蓄　積　形　式

１－５８



② テキスト長＞伝送ブロック長の場合（この場合テキスト長＝論理レコード長）

論理レコード長に達するまで、伝送ブロックを受信し、ダミー部分があれば、こ
れを取り除いて蓄積します。この場合、区切文字は意味がありません。

論理レコード長

テキスト長

伝送ブロック長

レコード　１ ダミー レコード　１

・
・
・
・

レコード　ｎ レコード　ｎ

・
・
・
・

蓄　積　形　式伝送ブロック長

ダミー

１－５９



　（３）　配布時ブロック化しない（配布時ブロック化＇Ｎ＇）

① 論理レコード長≦伝送ブロック長の場合

蓄積メッセージより、論理レコード長分のデータを取り出し、伝送ブロックに入

蓄　積　形　式

れます。伝送ブロックの余りの部分にブランクを補います。
また蓄積メッセージが論理レコード長の倍数となっていない時、最後のレコード
（端数レコード）には論理レコード長になるまで充填文字が埋められます。

論理レコード長

伝送ブロック長

レコード　１

レコード　ｎ

・
・
・
・

レコード　１ ブランク

レコード　ｎ ブランク

・
・
・
・

論理レコード長

伝送ブロック長

レコード　１

レコード　ｎ

・
・
・
・

レコード　１ ブランク

レコード　ｎ ブランク

・
・
・
・

ブランク端数レコード

充填文字で埋める

端数レコード

１－６０



② 論理レコード長＞伝送ブロック長の場合

蓄積メッセージより、論理レコード長分のデータを取り出し、複数伝送ブロック

蓄　積　形　式

に入れます。余りが発生した伝送ブロックにはブランクを補います。
また蓄積メッセージが論理レコード長の倍数となっていない時、最後のレコード
（端数レコード）には論理レコード長になるまで充填文字が埋められます。

論理レコード長

レコード　１

レコード　ｎ

・
・
・
・

レコード　１ ブランク

レコード　ｎ ブランク

・
・
・
・

論理レコード長

レコード　１

レコード　ｎ

・
・
・
・

レコード　１ ブランク

レコード　ｎ ブランク

・
・
・
・

ブランク端数レコード

充填文字で埋める

端数レコード

伝送ブロック長 伝送ブロック長

伝送ブロック長 伝送ブロック長

１－６１



　（４）　配布時ブロック化する（配布時ブロック化＇Ｙ＇）

① テキスト長≦伝送ブロック長の場合（テキスト長＝論理レコード長×ｎ）

・
・
・
・

蓄　積　形　式

蓄積されたメッセージを論理レコード単位に取り出し、テキストを組み立てて、
伝送ブロックを作成します。伝送ブロック長とテキスト長に差が生じる場合には
ブランクを充填します。
最後の伝送ブロックで論理レコードの数が不足する場合は、充填文字で埋められ
たレコード（区切レコード）を付加します。
また、蓄積メッセージ長が論理レコード長の倍数でない場合の端数レコードの後
ろは、論理レコード長になるまで充填文字を埋めます。

論理レコード長 論理レコード長 論理レコード長

テキスト長

伝送ブロック長

レコード１ レコード２ レコード３ ブラ
ンク

ブラ
ンクレコードｎ

区切りレコード
（充填文字で埋められている）

レコード１

レコード２

レコード３

レコードｎ

・
・
・
・

論理レコード長 論理レコード長 論理レコード長

テキスト長

伝送ブロック長

レコード１ レコード２ レコード３ ブラ
ンク

レコードｎ 端数
レコード

ブラ
ンク

・
・
・
・

区切りレコード
（充填文字で埋められている）

充填文字

レコード１

レコード２

レコード３

レコードｎ

・
・
・

端数レコード

１－６２



② テキスト長＞伝送ブロック長の場合（テキスト長＝論理レコード長）

蓄積されたメッセージを論理レコード単位に取り出し、複数伝送ブロックに入れ

論理レコード長

テキスト長

伝送ブロック長

レコード　１ レコード　１

・
・
・
・

レコード　ｎ レコード　ｎ

・
・
・
・

蓄　積　形　式伝送ブロック長

ます。余りが発生した伝送ブロックにはブランクを充填します。
また蓄積メッセージ長が論理レコード長の倍数でない場合の端数レコードの後ろ
は、論理レコード長になるまで充填文字を埋めます。

論理レコード長

テキスト長

伝送ブロック長

レコード　１ レコード　１

・
・
・
・

レコード　ｎ レコード　ｎ

・
・
・
・

伝送ブロック長

端数レコード

ブラ
ンク

ブラ
ンク

ブラ
ンク

ブラ
ンク

ブラ
ンク

充填文字で埋める

端数レコード

１－６３



　第２章　　全銀手順　



　２．１　全銀手順サポート

　全銀手順の伝送メッセージ形式および各電文フォーマットは次のように

なります。

    ・全銀手順メッセージ形式

　

通信制御電文

ファイル制御電文

フ　ァ　イ　ル

ファイル制御電文

通信制御電文

（開局）

（開始）

（終了）

（閉局）

一

伝

送

単

位

　　・通信制御電文フォーマット

接

続

形

態

電

文

区

分

テ
キ
ス
ト
連
番

テ
キ
ス
ト

長

電

文

区

分

処

理

結

果

通

信

年

月

日

パ

ス

ワ

｜

ド

ア
プ
リ
ケ
｜
シ
ョ
ン
Ｉ
Ｄ

モ

｜

ド

拡張エリア

相手センター確認 当方センター確認

セ
ン
タ
｜
コ
｜
ド

Ｃ
Ｐ
Ｕ
／
端
末
コ
｜
ド

セ
ン
タ
｜
コ
｜
ド

Ｃ
Ｐ
Ｕ
／
端
末
コ
｜
ド

B I T
( 4 )

B I T
( 4 )

B i n a r y

 ( 2 )
X
( 1 )

X
( 1 )

X
( 5 )

X
( 5 )

X
( 2 )

X
( 6 ) (6)

C
( 1 )

X
( 3 4 )

B i n a r y

 ( 2 )
C
( 1 )

T T C

Ｘ：１６進数　　Ｃ：キャラクター　　（　）内はバイト数　　０：連絡モード

X
( 2 )

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１：照会モード

２－１



  通信制御電文区分　　　　　　　　　　　　　　ファイル制御電文区分

　　Ｘ＇００＇　　開局要求　　　　　　　　　　　　Ｘ＇１０＇　　開始要求

　　Ｘ＇０１＇　　開局回答　　　　　　　　　　　　Ｘ＇１１＇　　開始回答

　　Ｘ＇０２＇　　閉局要求　　　　　　　　　　　　Ｘ＇１２＇　　終了要求

　　Ｘ＇０３＇　　閉局回答　　　　　　　　　　　　Ｘ＇１３＇　　終了回答

　　Ｘ＇０４＇　　モード変更要求　　　　　　　　　Ｘ＇１４＇　　再送要求

　　Ｘ＇０５＇　　モード変更回答

　　・ファイル制御電文フォーマット

接

続

形

態

電

文

区

分

テ
キ
ス
ト
連
番

テ
キ
ス
ト

長

電

文

区

分

処

理

結

果

拡張エリア

B I T
( 4 )

B I T
( 4 )

B i n a r y

 ( 2 )
C
( 1 )

X
( 1 )

X
(3１)

B i n a r y

 ( 2 )

T T C フ

ァ

イ

ル

名

フ
ァ
イ
ル
ア
ク
セ
ス
キ
｜

テ

キ

ス

ト

数

レ

コ

｜

ド

数

レ

コ

｜

ド

Ｉ

Ｄ

レ

コ

｜

ド

長

再

送

指

定

区

分

デ

｜

タ

圧

縮

Ｉ

Ｄ

( 1 2 )（６）

Bi n a r y

 ( 3 )
B i n a r y

 ( 2 )
B i n a r y

 ( 2 )
B i n a r y

 ( 4 )
X
( 1 )

C
( 1 )

０：固定長
１：可変長

０：圧縮なし
１：圧縮あり

２－２



  

　２．２　ユーザー起動収集

　  お客様からダイヤリングし、データを送信する方法です。お客様からの起動で

  連絡モードと言います。 

　  全銀手順の宛先／差出ユーザー識別は、それぞれ相手センター・確認コード

 （Ｘ（７））と当方センター確認コード（Ｘ（７））で表されますが、ＩＥ／ＥＸ

  内部ではＩＥ／ＥＸコード体系の顧客コード（８桁）、ユーザーＩＤ（８桁）と

　いう形で管理されます。このためにユーザー登録時に相手／当方センター確認

　コードと顧客コード、ユーザーＩＤの対応づけの申請が必要となります。

　またファイル名（１２桁）はＩＥ／ＥＸコード体系では、メッセージ識別コード

　として取り扱われますので、ファイル名とメッセージ識別コードの対応付けを

　サービス管理責任者が事前登録しておきます。その他に論理レコード長、

　テキスト長等を登録し、必要な内部処理を行わせることができます。

　  許容宛先としては直接宛先、内包宛先と同報宛先があります。さらにデータの

　送受信のためには、送信者、受信者間のパートナーリストを登録しておく必要　

　があります。

２－３



　（１）　直接宛先指定

　　直接宛先指定というのは、制御電文上に宛先の相手センター確認コードを指定

　してデータを宛先のメール・ボックスに蓄積する方法です。

　このため送信側での登録のほかに、宛先側の通信コード（相手センター確認コー

　ド）の登録が必要になります。

　例　全銀のユーザーＡが直接宛先指定でユーザーＢにデータを送信する場合

　　（ユーザーＢのプロトコルは全銀でなくてもよい）

ＩＥ／ＥＸ

Ａ→Ｂのデータ
全　銀

ユーザーＡ
ユーザーＢ

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

全銀ファイル名
MSGID2100000

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

通信コード
20000000000000

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＢＢＢ

通信コード
10000000000000

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＡＡＡ

顧客コード
ＩＸＸＸ

顧客コード
ＩＸＸＸ

　送信側の登録

　通信コード（当方センター確認コード）

通信コード／別名登録 照会／更新
Ｊ９５１４ＪＰ

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ

プロトコル 通信コード パスワード 説　　明

ＺＥＮ 10000000000000 １１２２３３ センター確認コードＡ

　全銀ファイル名

Ｊ９６２５ＪＰ
メッセージ処理 ﾕｰｻﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ副画面

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２１

全銀ファイル名：ＭＳＧＩＤ２１０００００

２－４



　宛先側の登録

　通信コード（相手センター確認コード）

通信コード／別名登録 照会・更新
Ｊ９５１４ＪＰ

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ

プロトコル 通信コード パスワード 説　　明

ＺＥＮ 20000000000000 センター確認コードＢ

　送信

　次の電文とデータが送られ、ユーザーＢ宛のデータが、ＩＥ／ＥＸのコード体系

　に変換され蓄積されます。

ＴＴＣ
電文区分

　００

相手センター確認コード

２０００００００００００００

当方センター確認コード

１０００００００００００００

パスワード

１１２２３３

ＴＴＣ
電文区分

　１０ ＭＳＤＩＤ２１０００００

ファイル名

ＴＴＣ Ａ　→　Ｂ　　データ

　

　(２）　内包宛先指定

　　内包宛先指定というのは、制御電文上にはＩＥ／ＥＸ宛てを示す特別の相手

　センター確認コードを指定しておき、実際の宛先はデータの中で指定して宛先の

　メール・ボックスに、蓄積する送信方法です。

　内包宛先形式には標準形式、ユーザー形式があり、ユーザー形式の場合はデータ

　のフォーマットを登録しておく必要があります。(概説書をご参照下さい。)

　例　全銀のユーザーＡが内包宛先（ユーザー形式１）でユーザーＣ、ユーザーＤ

　　　に送信する場合。

ＩＥ／ＥＸ

Ａ→Ｃのデータ
全　銀

ユーザーＡ
ユーザーＣ

Ａ→Ｄのデータ

ユーザーＤ

通信コード
10000000000000

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＡＡＡ

顧客コード
ＩＸＸＸ

２－５



全銀ファイル名
MSGID2200000

メッセージ識別コード
ＭＳＧＩＤ２２

データの作り方（ユーザー形式１を使用するのでフォーマット定義が必要です）

１　　４　　　　　１２　　　　　２０

全　件　数ＥＮＤ

ＤＡＴの件
数

ＴＲＬ

・
・

ＤＡＴ

ＩＸＸＸＤＤＤＩＸＸＸＭＳＧＩＤ２２ＨＤＲ

全　件　数ＥＮＤ

ＤＡＴの件
数

ＴＲＬ

・
・
・

ＤＡＴ

ＩＸＸＸＣＣＣＩＸＸＸＭＳＧＩＤ２２ＨＤＲ

　送信側の登録

　通信コード（ステーション・コード）

通信コード／別名登録
Ｊ９５１４ＪＰ

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ

プロトコル 通信コード パスワード 説　　明

ＺＥＮ 10000000000000 １１２２３３ センター確認コードＡ

　全銀ファイル名

メッセージ処理 ﾕｰｻﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ副画面

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２２

全銀ファイル名：ＭＳＧＩＤ２２００００

Ｊ９６２５ＪＰ

　内包処理形式（ユーザー形式）

メッセージ処理 グループ・オプション

顧客コード：ＩＸＸＸ

内包処理形式

形式：Ｕ（１：標準形式－１、２：標準形式－２，Ｕ：ユーザー形式）

標準オプション　データ：Ｙ（Ｙ／Ｎ）　トレーラー：Ｙ（Ｙ／Ｎ）　エンド：Ｙ（Ｙ／Ｎ）

レコード長：ＸＸＸＸ

フォーマットＩＤ：ＦＭＴＩＤ２２

メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２２

Ｊ９６１４ＪＰ

２－６



　ユーザー形式定義

ユーザー形式定義
Ｊ９７１４ＪＰ

主画面

顧客コード：ＩＸＸＸ フォーマットＩＤ：ＦＭＴＩＤ２２

フォーマット区分：Ｕ１（Ｕ１：ユーザー１、Ｕ２：ユーザー２）

データ・レコード：Ｙ（Ｙ／Ｎ）,トレーラー・レコード：Ｙ（Ｙ／Ｎ）,エンド・レコード：Ｙ（Ｙ／Ｎ）

＊　ヘッダー　＊

レコード区分

レコード種類

差出ユーザー識別　

宛先ユーザー識別

開始位置 長さ識別値

０１ ＨＤＲ ３

０４ ８

１２ １６

ユーザー形式定義
Ｊ９７１５ＪＰ

副画面

＊　データ記述部　＊

レコード区分

開始位置 長さ

フィールド
　　・
　　・

＊　トレーラー記述部　＊

レコード区分

開始位置 長さ

合計件数

＊　エンド記述部　＊

レコード区分

開始位置 長さ

合計件数

合計フィールド１
　　・
　　・

合計フィールド１
　　・
　　・

識別値

識別値 識別値

０１ ＤＡＴ ３

１

０１ ＴＲＬ ３

０４ ５

０１ ＥＮＤ ３

０４ ５

２－７



　送信

　電文上の相手センター確認コードは０４２２４５８４８１００００と指定して

　次のように送信するとユーザーＣとユーザーＤ宛のデータが蓄積されます。

  相手センター確認コードとして、０４２２４５８４８１２００１、

  ０４２２４５８４８１２００２、０４２２４５８４８１２００３、

  ０４２２４５８４８１２００４、０４２２４５８４８１２００５、

  も利用可能です。

ＴＴＣ
電文区分

　００

相手センター確認コード

０４２２４５８４８１００００

当方センター確認コード パスワード

１１２２３３

ＴＴＣ
電文区分

　１０ ＭＳＤＩＤ２２０００００

ファイル名

１　　４　　　　　１２　　　　　２０

ＥＮＤ

ＴＲＬ

・
・

ＤＡＴ

ＩＸＸＸＤＤＤＩＸＸＸＭＳＧＩＤ２２ＨＤＲ

ＥＮＤ

ＴＲＬ

・
・
・

ＤＡＴ

ＩＸＸＸＣＣＣＩＸＸＸＭＳＧＩＤ２２ＨＤＲ

２－８



　(３）　同報宛先指定

　　同報宛先というのは、制御電文上にはＩＥ／ＥＸ宛を示す特別の相手センター

　確認コードを指定しておき（これは内包宛先の場合と同じ）、実際の宛先は

　データのヘッダーにあたるレコード上に指定（最大９宛先指定可能）して、

　各宛先のメール・ボックスにメッセージを蓄積する送信方法です。

　内包処理の一機能として提供されます。

　ユーザー形式５を使用し、フォーマット定義が必要です。

　例　全銀のユーザーＡが同報宛先でユーザーＥ、ユーザーＦ、ユーザーＧに

　　　送信する場合。

ＩＥ／ＥＸ

Ａ→Ｅのデータ
全　銀

ユーザーＡ

ユーザーＦ

ユーザーＥ

ユーザーＧ

Ａ→Ｆのデータ

Ａ→Ｇのデータ

全銀ファイル名
MSGID2300000

メッセージ識別コード
２３

通信コード
10000000000000

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＡＡＡ

顧客コード
ＩＸＸＸ

２－９



データの作り方（ユーザー形式５を使用するのでフォーマット定義が必要です）

１   

０

０

データ

データ

・
・
・

宛先件数
↑ 宛先１ 宛先２ 宛先３

１

３ＩＸＸＸ ＩＸＸＸＥＥＦ ＩＸＸＸ ＩＸＸＸＦＦＦ ＩＸＸＸ ＩＸＸＸＧＧＧ

１０１１ ２７ ４３

　送信側登録

　通信コード（ステーション・コード）

通信コード／別名登録
Ｊ９５１４ＪＰ

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ

プロトコル 通信コード パスワード 説　　明

ＺＥＮ 10000000000000 １１２２３３ センター確認コードＡ

照会/更新

　全銀ファイル名

メッセージ処理 ﾕｰｻﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ副画面

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２３

全銀ファイル名：ＭＳＧＩＤ２３０００００

Ｊ９６２５ＪＰ

　内包処理形式（ユーザー形式）

メッセージ処理 グループ・オプション

顧客コード：ＩＸＸＸ

内包処理形式

形式：Ｕ（１：標準形式－１、２：標準形式－２，３：標準形式－３，Ｕ：ユーザー形式）

標準オプション　データ：Ｙ（Ｙ／Ｎ）　トレーラー：Ｙ（Ｙ／Ｎ）　エンド：Ｙ（Ｙ／Ｎ）

レコード長：ＸＸＸＸ

フォーマットＩＤ：ＦＭＴＩＤ２３

メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２３

Ｊ９６１４ＪＰ

２－１０



　ユーザー形式定義

ユーザー形式定義
Ｊ９７１４ＪＰ

主画面

顧客コード：ＩＸＸＸ フォーマットＩＤ：ＦＭＴＩＤ２３

フォーマット区分：Ｕ５（Ｕ１：ユーザー１、Ｕ２：ユーザー２）

データ・レコード：Ｎ（Ｙ／Ｎ）,トレーラー・レコード：Ｎ（Ｙ／Ｎ）,エンド・レコード：Ｎ（Ｙ／Ｎ）

＊　ヘッダー　＊

レコード区分

レコード種類

差出ユーザー識別　

宛先ユーザー識別

開始位置 長さ識別値

０１ １

１１ １６

１

ユーザー形式定義
Ｊ９７１５ＪＰ

副画面

＊　データ記述部　＊

レコード区分

開始位置 長さ

フィールド１
　　・
　　・

＊　トレーラー記述部　＊

レコード区分

開始位置 長さ

合計件数

＊　エンド記述部　＊

レコード区分

開始位置 長さ

合計件数

合計フィールド１
　　・
　　・

合計フィールド１
　　・
　　・

識別値

０１ ０ １

識別値 識別値

２－１１



　送信

　電文上の相手センター確認コードは０４２２４５８４８１００００と指定して

　次のように送信するとユーザーＥ、ユーザーＦ及びユーザーＧ宛のデータが　　

　蓄積されます。

  相手センター確認コードとして、０４２２４５８４８１２００１、

  ０４２２４５８４８１２００２、０４２２４５８４８１２００３、

  ０４２２４５８４８１２００４、０４２２４５８４８１２００５、

  も利用可能です。

ＴＴＣ
電文区分

　００

相手センター確認コード

０４２２４５８４８１００００

当方センター確認コード パスワード

１１２２３３

ＴＴＣ
電文区分

　１０ ＭＳＤＩＤ２３０００００

ファイル名

１０００００００００００００

　　　〃０

　　　〃０

　　　〃０

　　　〃０

　　データ０

IXXX    IXXXGGGIXXX   IXXXFFFIXXX    IXXXEEE３１

２－１２



　２．３　ユーザー起動配布

　　お客様からダイヤリングし、ＩＥ／ＥＸよりデータを受信する方法です。

　お客様からの起動で照会モードと言います。

　メール・ボックスにある受信者宛のデータを受信する場合、差出者を特定する

　方法と、差出者を特定しない方法（すべての差出者の意味）とがあります。

　なお、ファイル名は必ず指定します。

　（１）　単一差出指定

　　単一差出指定というのは、受信要求制御電文上に差出者のセンター・コード

　を指定して受信する方法です。

　受信側での登録のほかに差出者側の通信コードの登録が必要になります。

　　例　差出ユーザーＡを指定してユーザーＢが受信する場合

　　　　（ユーザーＡのプロトコルは全銀でなくてもよい）

ＩＥ／ＥＸ

Ａ→ＢのデータユーザーＡ
ユーザーＢ
全　銀

全銀ファイル名
MSG2100000

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

全銀ファイル名
MSG2100000

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

通信コード
20000000000000

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＢＢＢ

通信コード
10000000000000

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＡＡＡ

顧客コード
ＩＸＸＸ

顧客コード
ＩＸＸＸ

　受信者側の登録

　通信コード(当方センター確認コード）

　 　 　 　

通信コード／別名登録
Ｊ９５１４ＪＰ

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ

プロトコル 通信コード パスワード 説　　明

ＺＥＮ 20000000000000 ４４５５６６ センター確認コードＢ

照会/更新

２－１３



　全銀ファイル名

メッセージ処理 ﾕｰｻﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ副画面

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２１

全銀ファイル名：ＭＳＧＩＤ２１０００００

Ｊ９６２５ＪＰ

　差出側の登録　

　通信コード（相手センター確認コード)

通信コード／別名登録
Ｊ９５１４ＪＰ

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ

プロトコル 通信コード パスワード 説　　明

ＺＥＮ 10000000000000

照会/更新

１１２２３３

　この結果、次の制御電文をユーザーＢが送るとユーザーＡからのメッセージ

　識別コードＭＳＧＩＤ２１のデータが受信できます。

ＴＴＣ
電文区分

　００

相手センター確認コード

１０００００００００００００

当方センター確認コード パスワード

４４５５６６

ＴＴＣ
電文区分

　１０ ＭＳＤＩＤ２１０００００

ファイル名

２０００００００００００００

２－１４



　（２）　全差出指定

　　制御電文上にはＩＥ／ＥＸを示すセンター確認コードを指定して、全ての　　

　差出者からのデータを受信します。

　例　複数の差出者からのデータを受信する場合

ＩＥ／ＥＸ

Ｘ→ＢのデータユーザーＸ

ユーザーＢ
Ｙ→Ｂのデータ

ユーザーＹ

全　銀

全銀ファイル名
MSGID2100000

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

通信コード
20000000000000

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＢＢＢ

顧客コード
ＩＸＸＸ

　受信者側の登録は直接差出指定の受信と同じです。

　差出側の通信コードの登録は必要ありません。

　次の制御電文のように相手センター確認コード０４２２４５８４８１００００

  を指定して受信要求すれば、ユーザーＢ宛のメッセージ識別コード

  ＭＳＧＩＤ２１のデータが受信できます。

  相手センター確認コードとして、０４２２４５８４８１２００１、

  ０４２２４５８４８１２００２、０４２２４５８４８１２００３、

  ０４２２４５８４８１２００４、０４２２４５８４８１２００５、

  も利用可能です。

ＴＴＣ
電文区分

　００

相手センター確認コード

０４２２４５８４８１００００

当方センター確認コード パスワード

４４５５６６

ＴＴＣ
電文区分

　１０ ＭＳＤＩＤ２１０００００

ファイル名

２０００００００００００００

２－１５



　　このページはブランクです。

２－１６



　２．４　センター起動収集

　　ＩＥ／ＥＸ側からダイヤリングし、制御電文を出し、お客様からのデータを　

　収集します。

　この場合お客様からのデータの宛先の指定方法は、ユーザー起動の場合と同様に

　直接宛先指定、内包宛先指定と同報宛先指定の三つがあります。センター起動

　収集は指定した時間に電話をかけて起動する時間起動で行われます。

　（１）　直接宛先指定

　　センター起動収集の場合、直接宛先指定というのは、制御電文上にデータの

　宛先側の通信コード（当方センター確認コード）を指定して、受信要求を出し

　収集する方法です。センター起動の場合、通信コードの指定はセッション定義で

　行います。

　例　センター起動で全銀ユーザーＡからのデータを直接宛先指定でユーザーＢ

　　　に蓄積する場合。

ＩＥ／ＥＸ

Ａ→ＢのデータユーザーＡ ユーザーＢ
全　銀

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

全銀ファイル名
MSGID2100000

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＢＢＢ

通信コード

10000000000000
ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＡＡＡ

顧客コード
ＩＸＸＸ

顧客コード
ＩＸＸＸ

２－１７



　送信側の登録

　ＮＣＵ電話番号、アクセスポイント（IXXX IXXXAAAのプロファイル)

ユーザー・プロファイル 照会・更新(全銀・副画面）
Ｊ９３２２ＪＰ

センター起動利用時

ＮＣＵ電話番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ アクセスポイント ＴＯＫ

　全銀ファイル名

メッセージ処理 ﾕｰｻﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ副画面

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２１

全銀ファイル名：ＭＳＧＩＤ２１０００００

Ｊ９６２５ＪＰ

　セッション定義

セッション定義 時刻起動
Ｊ９８１４ＪＰ

顧客コード：　ＩＸＸＸ

メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２１

集配区分：１（０：配布、１：収集）　　　　　　　　パスワード：　　４４５５６６

差出顧客コード：　ＩＸＸＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ

　　通信コード：　２０００００００００００００（全銀時）

宛先顧客コード：　ＩＸＸＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ

　　通信コード：　１０００００００００００００（全銀時）

ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ　　セッションＩＤ：ＳＥＳＳ２１

　ここで差出は電話をかける側、宛先は電話される側を意味します。

　データの流れは、集配区分が＂収集＂となっていますので送信者

 ＩＸＸＸＡＡＡ、受信者ＩＸＸＸＢＢＢとなります。

　　起動スケジュールは、時刻起動定義の管理でユーザーごとにセッションＩＤ、

　時刻、日付、開始年月日を登録します。

　開始年月日以降、指定された日時に、センター側からユーザーＡに電話がかけら

　れます。接続が完了すると、セッションＩＤ、ＳＥＳＳ２１で指定された

　セッション定義の通信コードが電文上にセットされてユーザーＡに次のような

　電文として送られます。（通信コード／別名登録の必要はありません）

ＴＴＣ
電文区分

　００

相手センター確認コード

１０００００００００００００

当方センター確認コード パスワード

４４５５６６

ＴＴＣ
電文区分

　１０ ＭＳＤＩＤ２１０００００

ファイル名

２０００００００００００００

　この結果ユーザーＡからのデータは収集されてユーザーＢ宛にメールボックス

　に蓄積されます。

２－１８



　（２）　内包宛先指定

　　センター起動収集の場合、内包宛先指定というのは、制御電文上にＩＥ／ＥＸ

　を示す通信コードを指定して受信要求を出し収集し、その後、デﾞータの中の

　ヘッダーにある宛先に従って蓄積する方法です。

　例　センター起動で全銀のユーザーＡから内包宛先のデータを収集し、

　　　ユーザーＣ、ユーザーＤ宛に蓄積する場合

ＩＥ／ＥＸ

Ａ→Ｃのデータ

Ａ→Ｄのデータ

ユーザーＡ

全　銀

顧客コード
ＩＸＸＸ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＣＣＣ

顧客コード
ＩＸＸＸ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＤＤＤ

ユーザーＣ

ユーザーＤ

全銀ファイル名
MSGID2200000

メッセージ識別コード
ＭＳＧＩＤ２２

通信コード
10000000000000

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＡＡＡ

顧客コード
ＩＸＸＸ

　データの作り方（ユーザー形式１）

１　　４　　　　　１２　　　　　２０

全　件　数ＥＮＤ

ＤＡＴの件
数

ＴＲＬ

・
・

ＤＡＴ

ＩＸＸＸＤＤＤＩＸＸＸＭＳＧＩＤ２２ＨＤＲ

全　件　数ＥＮＤ

ＤＡＴの件
数

ＴＲＬ

・
・
・

ＤＡＴ

ＩＸＸＸＣＣＣＩＸＸＸＭＳＧＩＤ２２ＨＤＲ

２－１９



　送信側の登録

　ＮＣＵ電話番号、アクセスポイント（IXXX IXXXAAAのプロファイル）

ユーザー・プロファイル 照会・更新(全銀・副画面）
Ｊ９３２２ＪＰ

センター起動利用時

ＮＣＵ電話番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ アクセスポイント ＴＯＫ

　全銀ファイル名

メッセージ処理 ﾕｰｻﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ副画面

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２２

全銀ファイル名：ＭＳＧＩＤ２２０００００

Ｊ９６２５ＪＰ

　内包処理形式（ユーザー形式）

メッセージ処理 グループ・オプション

顧客コード：ＩＸＸＸ

内包処理形式

形式：Ｕ（１：標準形式－１、２：標準形式－２，Ｕ：ユーザー形式）

標準オプション　データ：Ｙ（Ｙ／Ｎ）　　エンド：Ｙ（Ｙ／Ｎ）

レコード長：ＸＸＸＸ

フォーマットＩＤ：ＦＭＴＩＤ２２

メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２２

Ｊ９６１４ＪＰ

２－２０



　ユーザー形式定義

ユーザー形式定義
Ｊ９７１４ＪＰ

主画面

顧客コード：ＩＸＸＸ フォーマットＩＤ：ＦＭＴＩＤ２２

フォーマット区分：Ｕ１（Ｕ１：ユーザー１、Ｕ２：ユーザー２）

データ・レコード：Ｙ（Ｙ／Ｎ）,トレーラー・レコード：Ｙ（Ｙ／Ｎ）,エンド・レコード：Ｙ（Ｙ／Ｎ）

＊　ヘッダー　＊

レコード区分

レコード種類

差出ユーザー識別　

宛先ユーザー識別

開始位置 長さ

０１ ＨＤＲ ３

０４ ８

１２ １６

識別値

ユーザー形式定義
Ｊ９７１５ＪＰ

副画面

＊　データ記述部　＊

レコード区分

開始位置　　識別値 長さ

フィールド１
　　・
　　・

＊　トレーラー記述部　＊

レコード区分

開始位置　　識別値 長さ

合計件数

＊　エンド記述部　＊

レコード区分

開始位置 長さ

合計件数

合計フィールド１
　　・
　　・

合計フィールド１
　　・
　　・

０１ ＤＡＴ ３

０１

０４

ＴＲＬ ３

５

０１ ＥＮＤ ３

０４ ５

識別値

　セッション定義

セッション定義 時刻起動
Ｊ９８１４ＪＰ

顧客コード：　ＩＸＸＸ

メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２２

集配区分：１（０：配布、１：収集）　　　　　　　　パスワード／識別値：　　

差出顧客コード：　ＩＥＥＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＥＥＸ００１

　　通信コード：　０４２２４５８４８１００００

宛先顧客コード：　ＩＸＸＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ

　　通信コード：　１０００００００００００００（全銀時）

ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ　　セッションＩＤ：ＳＥＳＳ２２

２－２１



　ここで差出は電話をかける側、宛先は電話をされる側を意味します。

　内包の時、差出顧客コードは＇ＩＥＥＸ＇、ユーザーＩＤは＇ＩＥＥＸ００１＇

　と登録しておきます。

　差出側の通信コードには通常、ＩＥ／ＥＸのセンター確認コードである

　０４２２４５８４８１００００を指定しますが、相手に受け入れられるコードで

　あれば任意のコードでも結構です。

　　起動スケージュールは時刻起動定義の管理でユーザーごとにセッションＩＤ、

　時刻、日付、開始年月日を登録します。

　開始年月日以降、指定された日時にセンター側からユーザーＡに電話がかけら

　れます。

　接続が完了すると、セッションＩＤ、ＳＥＳＳ２２で指定されたセッション定義

　の通信コードが電文上にセットされてユーザーＡに次のような電文として送ら

　れます。

ＴＴＣ
電文区分

　００

相手センター確認コード

１０００００００００００００

当方センター確認コード パスワード

ＴＴＣ
電文区分

　１０ ＭＳＤＩＤ２２０００００

ファイル名

０４２２４５８４８１００００

　（通信コード／別名登録の必要はありません）

　この結果ユーザーＡからの内包宛先データが収集され、ユーザーＣ、ユーザーＤ

　宛にメールボックスに蓄積されます。

２－２２



　（３）　同報宛先指定

　　センター起動収集の場合、同報宛先指定というのは、制御電文上にＩＥ／ＥＸ

　を示す（通信コード）を指定して受信要求を出し収集し、その後、データの中の

　ヘッダーにある宛先に従って蓄積する方法です。

　例　センター起動で全銀のユーザーＡから同報宛先のデータを収集し、

　　　ユーザーＥ、ユーザーＦ、ユーザーＧ宛に蓄積する場合。

ＩＥ／ＥＸ

Ａ→Ｅのデータ

Ａ→Ｆのデータ

ユーザーＡ

全　銀

顧客コード
ＩＸＸＸ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＥＥＥ

顧客コード
ＩＸＸＸ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＦＦＦ

ユーザーＥ

ユーザーＦ

ユーザーＧ

顧客コード
ＩＸＸＸ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＧＧＧ

Ａ→Ｇのデータ

全銀ファイル名
MSGID2300000

メッセージ識別コード
ＭＳＧＩＤ２３

通信コード
10000000000000

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＡＡＡ

顧客コード
ＩＸＸＸ

　データの作り方（ユーザー形式５）

１  

０

０

データ

データ

・
・
・

宛先件数
↑ 宛先１ 宛先２ 宛先３

１　　１０１１ ２７ ４３

３ＩＸＸＸ ＩＸＸＸＥＥＦ ＩＸＸＸ ＩＸＸＸＦＦＦ ＩＸＸＸ ＩＸＸＸＧＧＧ

２－２３



　送信側の登録

　ＮＣＵ電話番号、アクセスポイント（IXXX IXXXAAAのプロファイル)

ユーザー・プロファイル 照会・更新(全銀・副画面）
Ｊ９３２２ＪＰ

センター起動利用時

ＮＣＵ電話番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ アクセスポイント ＴＯＫ

　全銀ファイル名

メッセージ処理 ﾕｰｻﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ副画面

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２３

全銀ファイル名：ＭＳＧＩＤ２３０００００

Ｊ９６２５ＪＰ

　内包処理形式（ユーザー形式）

メッセージ処理 グループ・オプション

顧客コード：ＩＸＸＸ

内包処理形式

形式：Ｕ（１：標準形式－１、２：標準形式－２，Ｕ：ユーザー形式）

標準オプション　データ：Ｙ（Ｙ／Ｎ）　　エンド：Ｙ（Ｙ／Ｎ）

レコード長：ＸＸＸＸ

フォーマットＩＤ：ＦＭＴＩＤ２３

メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２３

Ｊ９６１４ＪＰ

２－２４



　ユーザー形式定義

ユーザー形式定義
Ｊ９７１４ＪＰ

主画面

顧客コード：ＩＸＸＸ フォーマットＩＤ：ＦＭＴＩＤ２３

フォーマット区分：Ｕ５（Ｕ１：ユーザー１、Ｕ２：ユーザー２）

データ・レコード：Ｎ（Ｙ／Ｎ）,トレーラー・レコード：Ｎ（Ｙ／Ｎ）,エンド・レコード：Ｎ（Ｙ／Ｎ）

＊　ヘッダー　＊

レコード区分

レコード種類　　　　　　　　　　　　　　

差出ユーザー識別　

宛先ユーザー識別

開始位置 長さ識別値

０１ １ １

１１ １６

ユーザー形式定義
Ｊ９７１５ＪＰ

副画面

＊　データ記述部　＊

レコード区分

開始位置 長さ

フィールド１
　　・
　　・

＊　トレーラー記述部　＊

レコード区分

開始位置 長さ

合計件数

＊　エンド記述部　＊

レコード区分

開始位置 長さ

合計件数

合計フィールド１
　　・
　　・

合計フィールド１
　　・
　　・

識別値

０１ ０ １

識別値 識別値

　セッション定義

セッション定義 時刻起動
Ｊ９８１４ＪＰ

顧客コード：　ＩＸＸＸ

メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２３

集配区分：１（０：配布、１：収集）　　　　　　　　パスワード／識別値：　　

差出顧客コード：　ＩＥＥＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＥＥＸ００１

　　通信コード：　０４２２４５８４８１００００（全銀時）

宛先顧客コード：　ＩＸＸＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ

　　通信コード：　１０００００００００００００（全銀時）

ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ　　セッションＩＤ：ＳＥＳＳ２３

２－２５



　ここで差出は電話をかける側、宛先は電話される側を意味します。

　同報の時、差出顧客コードは＇ＩＥＥＸ＇、ユーザーＩＤは＇ＩＥＥＸ００１＇

　と登録しておきます。

　差出側の通信コードには通常ＩＥ／ＥＸのセンター確認コードである

　０４２２４５８４８１００００を指定しますが、相手に受け入れられるもので

　あれば任意のコードでも結構です。

　　起動スケジュールは時刻起動定義の管理でユーザーごとにセッションＩＤ、

　時刻、日付、開始年月日を登録します。

　開始年月日以降、指定された日時にセンター側からユーザーＡに電話がかけられ

　ます。接続が完了すると、セッションＩＤ、ＳＥＳＳ２３で指定された

　セッション定義の通信コードが電文上にセットされてユーザーＡに次のような

　電文として送られます。

ＴＴＣ
電文区分

　００

相手センター確認コード

１０００００００００００００

当方センター確認コード パスワード

ＴＴＣ
電文区分

　１０ ＭＳＤＩＤ２３０００００

ファイル名

０４２２４５８４８１００００

　（通信コード／別名登録の必要はありません）

　この結果ユーザーＡからの同報宛先データは収集され、ユーザーＥ、

  ユーザーＦ、ユーザーＧ宛にメールボックスに蓄積されます。

２－２６



　２．５　センター起動配布

　ＩＥ／ＥＸ側からダイヤリングし、制御電文を出しデータを配布します。

　この場合、差出者を特定して、その差出者からのデータを配布する方法と差出者

  を特定しないで全差出者からのデータを配布する方法とがあります。

　（１）　単一差出指定

　　単一差出指定というのは制御電文上に差出者の通信コード（センター確認

  コード）を指定して配布する方法です。

　センター起動の場合、通信コードの設定は、セッション定義で行います。

　

　例　センター起動で、ユーザーＡからのデータをユーザーＢに配布する場合

     （ユーザーＡのプロトコルは全銀以外でも可能）

ＩＥ／ＥＸ

Ａ→ＢのデータユーザーＡ ユーザーＢ
全　銀

全銀ファイル名
MSGID2100000

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

通信コード
20000000000000

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＢＢＢ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＡＡＡ

顧客コード
ＩＸＸＸ

顧客コード
ＩＸＸＸ

２－２７



　受信者側の登録

　ＮＣＵ電話番号、アクセスポイント（IXXX IXXXBBBのプロファイル）

ユーザー・プロファイル 照会・更新(全銀・副画面）
Ｊ９３２２ＪＰ

センター起動利用時

ＮＣＵ電話番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ アクセスポイント ＴＯＫ

　全銀ファイル名

メッセージ処理 ﾕｰｻﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ副画面

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２１

全銀ファイル名：ＭＳＧＩＤ２１０００００

Ｊ９６２５ＪＰ

　セッション定義

セッション定義 時刻起動
Ｊ９８１４ＪＰ

顧客コード：　ＩＸＸＸ

メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２１

集配区分：１（０：配布、１：収集）　　　　　　　　パスワード：　　１１２２３３

差出顧客コード：　ＩＸＸＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ

　　通信コード：　１０００００００００００００（全銀時）

宛先顧客コード：　ＩＸＸＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ

　　通信コード：　２０００００００００００００（全銀時）

ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ　　セッションＩＤ：ＳＥＳＳ２１

　　起動スケジュールは時刻起動の定義の管理でユーザーごとにセッションＩＤ、

　時刻、日付、開始年月日を登録します。

　開始年月日以降、指定された日時に、センター側からユーザーＢに電話がかけ

　られます。接続が完了するとセッションＩＤ、ＳＥＳＳ２１で指定された

　セッション定義の通信コードが電文上にセットされてユーザーＢに次のような

　電文として送られます。

ＴＴＣ
電文区分

　００

相手センター確認コード

２０００００００００００００

当方センター確認コード パスワード

ＴＴＣ
電文区分

　１０ ＭＳＤＩＤ２１０００００

ファイル名

１０００００００００００００ １１２２３３

　（通信コード／別名登録の必要はありません）

　この結果、ユーザーＡからのデータがユーザーＢに配布されます。

２－２８



　（２）　全差出指定

　　全差出指定というのは、制御電文上にＩＥ／ＥＸを示す通信コード（センター

　確認コード）を指定して配布する方法です。

　センター起動の場合、通信コードの指定はセッション定義で行います。

　　　　　　

　例　複数の差出者からのデータを、センター起動でユーザーＢへ配布する場合

ユーザーＢ

全　銀
ユーザーＸ

ユーザーＹ

ＩＥ／ＥＸ

Ｘ→Ｂのデータ

Ｙ→Ｂのデータ

全銀ファイル名
MSGID2100000

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

通信コード
20000000000000

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＢＢＢ

顧客コード
ＩＸＸＸ

　受信側の登録はセッション定義を除いて単一差出指定と同じです。

　セッション定義は次のようにします。

セッション定義 時刻起動
Ｊ９８１４ＪＰ

顧客コード：　ＩＸＸＸ

メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２１

集配区分：０（０：配布、１：収集）　　　　　　　　パスワード：　　

差出顧客コード：　ＩＥＥＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＥＥＸ００１

　　通信コード：　０４２２４５８４８１００００（全銀時）

宛先顧客コード：　ＩＸＸＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ

　　通信コード：　２０００００００００００００（全銀時）

ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ　　セッションＩＤ：ＳＥＳＳ２１Ｂ

　差出顧客コードは＇ＩＥＥＸ＇、ユーザーＩＤは＇ＩＥＥＸ００１＇と登録

　しておきます。

　差出側の通信コードには通常ＩＥ／ＥＸのセンター確認コードである

　０４２２４５８４８１００００を指定しますが、相手に受け入れられるもので

　あれば任意でも結構です。起動スケジュールは時刻起動定義の管理でユーザー

　ごとにセッションＩＤ、時刻、日付、開始年月日を登録します。

　開始年月日以降指定された日時に、センター側からユーザーＢに電話が　　　　

　かけられます。

２－２９



　接続が完了するとセッションＩＤ、ＳＥＳＳ２１Ｂで指定されたセッション

　定義の通信コードが電文上にセットされてユーザーＢに次のような電文として

　送られます。

ＴＴＣ
電文区分

　００

相手センター確認コード

２０００００００００００００

当方センター確認コード パスワード

ＴＴＣ
電文区分

　１０ ＭＳＤＩＤ２１０００００

ファイル名

０４２２４５８４８１００００

　（通信コード／別名登録の必要はありません）

　この結果、ユーザーＸ、ユーザーＹからのデータがユーザーＢに配布されます。

２－３０



　（３）　強制配布

　　強制配布というのは、送信者からのデータが宛先（受信者）側に蓄積が終了

　すると、センター側から受信者にダイヤリングし、直ちに配布する方法です。

　受信側でのセッション定義で、通信コードを指定します。

　　　　　　

　例　ユーザーＢがユーザーＡからのデータを強制配布で受取る場合

　

ＩＥ／ＥＸ

Ａ→ＢのデータユーザーＡ ユーザーＢ
全　銀

全銀ファイル名
MSGID2100000

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

ﾒｯｾｰｼﾞ識別ｺｰﾄﾞ
ＭＳＧＩＤ２１

通信コード
20000000000000

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＢＢＢ

ユーザーＩＤ
ＩＸＸＸＡＡＡ

顧客コード
ＩＸＸＸ

顧客コード
ＩＸＸＸ

　受信者側の登録

　ＮＣＵ電話番号、アクセスポイント、強制配布（IXXX IXXXBBBのプロファイル)

ユーザー・プロファイル 照会・更新(全銀・副画面）
Ｊ９３２２ＪＰ

センター起動利用時

ＮＣＵ電話番号 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

強制配布　Ｙ

アクセスポイント　　ＴＯＫ

　

２－３１



事象起動定義の登録

顧客コード．．．．．ＩＸＸＸ

ユーザーID．．．．．ＩＸＸＸＢＢＢ

差出システムID．．．

差出顧客コード．．．ＩＸＸＸ

差出ユーザーID．．．ＩＸＸＸＡＡＡ

ユーザー・クラス．．ＭＳＧＩＤ２１　（メッセージ識別コード）

下記の項目を入力し実行キーを押して下さい。

対象メッセージ（ A= 全部　H= 優先指定のみ）・・・
起動可能  ? (Y/N）・・・・・・・・・・・・・・・・

セッションＩＤ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ＭＳＧＩＤ２１

Ａ
Ｙ

Ｍ８１２０ＪＰ

２－３２



　全銀ファイル名

メッセージ処理 ﾕｰｻﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ副画面

顧客コード：ＩＸＸＸ ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤ２１

全銀ファイル名：ＭＳＧＩＤ２１０００００

Ｊ９６２５ＪＰ

　セッション定義（強制配布）

セッション定義 事象起動
Ｊ９８３４ＪＰ

顧客コード：　ＩＸＸＸ

ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ

差出顧客コード：　ＩＸＸＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＡＡＡ

　　通信コード：　　　　　　　　　　　　　　　　　１０００００００００００００（全銀時）

宛先顧客コード：　ＩＸＸＸ　　　　　　　　　　　　ユーザーＩＤ：ＩＸＸＸＢＢＢ

　　通信コード：　　　　　　　　　　　　　　　　　２０００００００００００００（全銀時）

パスワード／識別子＝　１１２２３３

セッションＩＤ： ＭＳＧＩＤ２１ （メッセージ識別コード）

　セッションＩＤとしてメッセージ識別コードと差出ユーザーの組合せを指定

　する必要があります。

　ユーザーＡから、メッセージ識別コードＭＳＧＩＤ２１のデータがユーザーＢ宛

　に蓄積されるとセンター側から電話をかけて次の電文をユーザーＢに送ります。

ＴＴＣ
電文区分

　００

相手センター確認コード

２０００００００００００００

当方センター確認コード パスワード

ＴＴＣ
電文区分

　１０ ＭＳＤＩＤ２１０００００

ファイル名

１０００００００００００００ １１２２３３

　この結果データがユーザーＢに配布されます。

２－３３



　　このページはブランクです。

２－３４



　２．６　ファイル交換成立基準

　ＩＥ／ＥＸは下記のタイミングで、ファイルを収集済み／配布済みと

　（コミット）します。

　　　　　全銀ＰＣ：

　　　　　ユーザー・プロファイルの再送要求はブランクしか許されません。

正しい閉局回答を送信後、回線切断(DISC)を受信した時点
で配布コミットユーザー起動配布

正しい閉局回答を送信後、回線切断(DISC)を受信した時点
で収集コミットユーザー起動収集

　　　　　全銀ＣＰＵ：

正しい終了回答を受信した時点で
当該ファイル配布コミット

正しい閉局回答を受信した時点で
全ファイル配布コミット

ｾﾝﾀｰ起動配布
(4)

正しい終了回答を送信した時点で
当該ファイル収集コミット

正しい閉局回答を受信した時点で
全ファイル収集コミット

ｾﾝﾀｰ起動収集
(3)

正しい終了回答を受信した時点で
当該ファイル配布コミット

正しい閉局回答を送信後、回線切
断(DISC)を受信した時点で全ファ
イルを配布コミットﾕｰｻﾞｰ起動配布

(2)

正しい終了回答を送信後、次のコ
マンドを受信した時点で当該ファ
イル収集コミット
閉局要求、次のファイルの開始要
求、モード変更要求、回線切断
(DISC)

正しい閉局回答を送信後、回線切
断(DISC)を受信した時点で全ファ
イル収集コミットﾕｰｻﾞｰ起動収集

(1)

ユーザー・プロファイルの
再送要求＝＇Ｆ＇＇Ｔ＇

ユーザー・プロファイルの
再送要求＝＇　＇

　　　　　　　　

　

２－３５



　（１）　ユーザー起動収集

お客さま ＩＥ／ＥＸ

ダイヤリング

開　局　要　求

デ　ー　タ１

終　了　要　求

デ　ー　タＭ

・　　　　　　　　
・　　　　　　　　

開　局　回　答

開　始　回　答

開　始　要　求

終　了　回　答

＊収集済みと(ｺﾐｯﾄ)します。

(ﾕｰｻﾞｰ･ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙの再送要求='F'、'T' の時)

閉　局　要　求

＊収集済みと(ｺﾐｯﾄ)します。

(ﾕｰｻﾞｰ･ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙの再送要求=' ' の時)

回　線　切　断

閉　局　回　答

２－３６



　（２）　ユーザー起動配布

お客さま ＩＥ／ＥＸ

ダイヤリング

開　局　要　求

開　局　回　答

開　始　回　答

開　始　要　求

終　了　回　答

回　線　切　断

閉　局　回　答

＊配布済みと(ｺﾐｯﾄ)します。

(ﾕｰｻﾞｰ･ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙの再送要求='F'、'T' の時)

＊配布済みと(ｺﾐｯﾄ)します。

(ﾕｰｻﾞｰ･ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙの再送要求=' ' の時)

デ　ー　タ１

デ　ー　タＭ

・　　　　　　　　
・　　　　　　　　

終　了　要　求

閉　局　要　求

２－３７



　(３）　センター起動収集

お客さま ＩＥ／ＥＸ

ダイヤリング

開　局　要　求

開　局　回　答

開　始　回　答

開　始　要　求

終　了　回　答

閉　局　要　求

＊収集済みと(ｺﾐｯﾄ)します。

(ﾕｰｻﾞｰ･ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙの再送要求='F'、'T' の時)

回　線　切　断

閉　局　回　答
＊収集済みと(ｺﾐｯﾄ)します。

(ﾕｰｻﾞｰ･ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙの再送要求=' ' の時)

デ　ー　タ１

デ　ー　タＭ

・　　　　　　　　
・　　　　　　　　

終　了　要　求

　　　

２－３８



　（４）　センター起動配布

お客さま ＩＥ／ＥＸ

ダイヤリング

開　局　要　求

開　局　回　答

開　始　回　答

開　始　要　求

終　了　回　答

閉　局　要　求

＊配布済みと(ｺﾐｯﾄ)します。

(ﾕｰｻﾞｰ･ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙの再送要求='F'、'T' の時)

回　線　切　断

閉　局　回　答
＊配布済みと(ｺﾐｯﾄ)します。

(ﾕｰｻﾞｰ･ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙの再送要求=' ' の時)

デ　ー　タ１

デ　ー　タＭ

・　　　　　　　　
・　　　　　　　　

終　了　要　求

２－３９



　　このページはブランクです。

２－４０



　２．７　０件データの扱い

　　０件データ（データなし）の扱いは、ユーザープロファイルの「データなし　

　の扱い拡張機能」の指定によって選択できるようになっています。

　次の表を参照して、お客様の都合の良い様に設定してください。

作成される
確認
メッセージ

Ａユーザー
作成される
確認
メッセージ

Ａユーザー ＩＥ／ＥＸ Ｂユーザー

（１）ユーザー起動

データなし
の扱い
拡張機能

Ｂユーザー
データなし
の扱い
拡張機能

０
件
の
蓄
積
を
し
ま
す

配
布
後
保
管
又
は
削
除
し
ま
す

（２）センター起動

　開始回答＇１７＇

（１）ユーザー起動

終了要求テキスト
　　　　　　＝０
　　　レコード＝０

（２）ユーザー起動

（３）センター起動

１１７４Ｉ

０６５２Ｉ

０１８０Ｉ

１１７４Ｉ

０６５２Ｉ

０１８０Ｉ

０６７４Ｉ

１１７４Ｉ

０６５２Ｉ

０１８０Ｉ

０６７４Ｉ

０６５６Ｅ

０６７７Ｅ

０６５２Ｉ

０５８０Ｉ

　又は

０５８１Ｉ

０６５２Ｉ

０５８０Ｉ

　又は

０５８１Ｉ

０６５２Ｉ

０５８０Ｉ

　又は

０５８１Ｉ

０６７４Ｉ

１１１１Ｉ

１１１１Ｉ

０６５２Ｉ

０６７４Ｉ

Ｙ／Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｙ

収　　　　　集 配　　　　　布

蓄
積
し
ま
せ
ん

セ
ッ
シ
ョ
ン
中
断

リ
ト
ラ
イ
の
対
象
と
な
り
ま
す

Ｙ／Ｎ

（３）センター起動

終了要求テキスト
　　　　　＝０
　レコード＝０

（４）センター起動

　開始回答＇１７＇

Ｙ

（注）

Ｙ／Ｎ

（注）

Ｙ／Ｎ

（注）

　開始回答＇１７＇

終了要求テキスト
　　　　　　　　＝０
　レコード＝０

Ｙ／Ｎ

終了要求テキスト
　　　　　＝０
　レコード＝０

（４）ユーザー起動

　開始回答＇１７＇

（５）センター起動

終了要求テキスト
　　　　　＝０
　レコード＝０

　　（注）の３ケースは全銀サイクル番号はｕｐしません。
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　　　作成される確認メッセージ内容

　　 　　００５３Ｅ　　ジュシン　チュウ　ニ　チュウダン　シマシタ。

　　　 　０１８０Ｉ　　１メッセージ　ヲ　チクセキ　シマシタ。

　　　　 ０５８０Ｉ　　メッセージ　ハイフ　シュウリョウ　シマシタ。

　　　 　０５８１Ｉ　　メッセージ　ハイフ、ホカン　シュウリョウ　シマシタ。

　　　 　０６５２Ｉ　　（シュウハイシン）　ファイル　ノ　ソウジュシン　ガ　オワリマシタ。

　　　　 ０６５６Ｅ　　（シュウハイシン）　ファイル　ノ　ソウジュシン　シュウリョウ　デ

　　　　　　　　　　　 エラーガ　ハッセイシマシタ。　

　　　 　０６７４Ｉ　　オートコール　ショリ　シュウリョウ　シマシタ。

　　　　 ０６７７Ｅ　　シテイサレタ　オートコールセッション　リトライカイスウ　オーバー

　　　　　　　　　　　 シマシタ。

　　　　 １１１１Ｉ　　ハイフスル　ガイトウファイル　ガ　アリマセン。

　　　   １１７４Ｉ　　ガイトウ　ファイル　ナシ　（ＮＯ　ＤＡＴＡ）　ノタメ　ゼロバイト

　　　　　　　　　　　 データヲ　チクセキ　シマス。

２－４２



　２．８　　中断セッションと自動セッション・リセット・オプション

　　何らかの障害により、セッションが中断している状態で後続セッションが

　発生することがあります。その場合、セッションの順序を守るために、後続

　セッションを拒否してほしい場合と、中断セッションを無視して、後続

　セッションを受け入れてほしい場合があります。

　この選択をしていただくために、自動セッション・リセット・オプションを

　設けました。

　ユーザープロファイルの「自動セッション・リセット・オプション」項目で

　指定します。

　当指定による後続セッションの受け入れ状況は次の表のようになります。

後続セッションは保留され
る。
後続セッションを有効にす
るにはサービス管理責任者
による中断セッションのキ
ャンセルが必要。

中断がリトライ・オーバー
になっている場合、後続セ
ッションが開始される。
リトライ・オーバーになる
までは後続セッションは保
留されている。

センター起動センター起動

後続セッションは拒否され
る。
後続セッションを有効にす
るにはサービス管理責任者
による中断セッションのキ
ャンセルが必要。

後続セッションが開始され
る。

ユーザー起動センター起動

後続セッションは保留され
る。
後続セッションを有効にす
るにはサービス管理責任者
による中断セッションのキ
ャンセルが必要。

後続セッションが開始され
る。

センター起動ユーザー起動

後続セッションは中断セッ
ションの再送以外は拒否さ
れる。
後続セッションを有効にす
るにはサービス管理責任者
による中断セッションのキ
ャンセルが必要。

後続セッションが開始され
る。

ユーザー起動ユーザー起動

＇Ｎ＇指定＇Ｙ＇指定後続セッション中断セッション

自動セッション・リセット・オプション起動タイプ

　　

　　なお、サービス管理責任者によってキャンセルされた中断セッション、及び、

　自動セッション・リセット・オプションによって、後続セッションが受け入れら

　れた場合の先行中断セッションの再送情報はなくなってしまうので、以前の

　中断セッションの再開は新規セッションとして行う必要があります。

２－４３



　２．９　　二重セッションと自動セッション・リセット・オプション

　　

　　端末Ａのセッション中に同一ユーザーＩＤで端末Ｂがセッションを開始する　

　と二重セッションとなります。二重セッションの扱いは、自動セッション・

　リセット・オプションによって異なり、次の表のようになります。

先行セッションは継続され
る。後続セッションが保留
される。

先行セッションは継続され
る。後続セッションが保留
される。

センター起動センター起動

先行セッションは継続され
る。後続セッションは拒否
される。

先行セッションは中断さ
れ、自動リトライを開始す
る。
後続セッションが開始され
る。

ユーザー起動センター起動

先行セッションは継続され
る。後続セッションが保留
される。

先行セッションは継続され
る。後続セッションが保留
される。

センター起動ユーザー起動

先行セッションは継続され
る。後続セッションは拒否
される。

先行セッションは中断され
る。後続セッションが開始
される。

ユーザー起動ユーザー起動

＇Ｎ＇指定＇Ｙ＇指定後続セッション中断セッション

自動セッション・リセット・オプション起動タイプ

２－４４



　２．１０　　限定受信

　　お客さまが、あるメッセージを受信中に、そのお客さま宛にメッセージが　　

　次々に到着し蓄積されたとします。

　ＩＥ／ＥＸは、その蓄積メッセージがお客さまの受信要求に一致したメッセージ

　であれば、次々に配布しますので受信セッションが予想以上に長引く場合があり

　ます。こういう事態を回避するために、限定受信機能を設定しています。

　

　　限定受信とは、ユーザー起動であれば、お客様が開始要求か再送要求を出した

　時点で、センター起動であれば、ＩＥ／ＥＸが開始要求か再送要求を出した

　時点で蓄積が完了しているメッセージのみを配布する機能です。

　当機能を使用する場合はユーザー・プロファイルの『セッション開始時点まで

　の蓄積データ配布』で＇Ｙ＇を指定して下さい。

２－４５



　　このページはブランクです。

２－４６



　２．１１　　サイクル管理

　全銀ユーザーに対してサイクル管理は、ユーザーとＩＥ／ＥＸの間で基本的　　

　に１日単位で行われます。

　（１）サイクル管理の登録

　　サイクル管理を行う場合は、ユーザー・プロファイルのサイクル管理可否

　をＹにしてください。　

照会・更新（全銀）　　（２／２）

顧客コード：ＩＹＹＹ ユーザーＩＤ：ＩＹＹＹＡＡＡ プロトコル　ＺＥＮ

再送要求

Ｊ９６２２ＪＰ
ユーザー・プロファイル

全銀システム区分 最大ブロック長

サイクル管理可否　　Ｙ（Ｙ／Ｎ） サイクル番号セット時刻　ＨＨＭＭ

使用文字コード

顧客コード：ＩＹＹＹ ユーザーＩＤ：ＩＹＹＹＡＡＡ メッセージ識別コード：ＭＳＧＩＤＸＸＸ

全銀ファイル名

Ｊ９６２５ＪＰ
メッセージ処理の照会／更新　ユーザー・オプション （２／２）

ＸＸＸＸＹＹＹＹ

全銀サイクル管理　Ｙ

収集時非圧縮　　　　（Ｙ／Ｎ）

配布時圧縮　　　　　（Ｙ／Ｎ）

　サイクル管理の番号は、指定されたサイクル番号リセット時刻に従いリセット

　され、その後１番から行われます。

　（２）全銀ファイル名の扱い

　　ユーザー・プロファイルでサイクル管理を指定した時は、メッセージ処理

　（ユーザー・オプション）で指定する全銀ファイル名は、

１２

８ ４

サイクル管理で使用

　となり１２桁（ヘキサ表現の時は２４桁）の下４桁（ヘキサ表現の時は下８桁）

　は利用できません。

　９桁目以降（ヘキサ表現の時は１７桁以上）の登録を行った場合、下４桁

　（ヘキサ表現の時は下８桁）は無視され、Ｘ＇００＇で埋められます。

　（画面上、キャラクター表現の時はブランクと表示されています。)

２－４７



　

　ユーザー・プロファイルにて、サイクル管理を行わないと指定した時は従来

　通り１２桁（ヘキサ表現時２４桁）まで使用できます。

　

　　ユーザー・プロファイルでサイクル管理を指定した時、そのユーザーの　　　

　メッセージ単位に、サイクル管理を行わないという打ち消しのオプションを

　メッセージ処理（ユーザーオプション）にて選択することができます。

　このメッセージ単位にサイクル管理を打ち消した場合も、ファイル名の下４桁

　（ヘキサ表現時下８桁）は使用できません。

　　現在のサイクル状態を知りたいときは、サービス管理責任者機能の機能選択

　メニューにより、「全銀サイクル番号の管理」を選択して下さい。

　

　　なお、全銀ユーザーのセンター起動によりユーザーへファイル制御電文を

　送る時、ＩＥ／ＥＸは下記の通り全銀ファイル名をセットします。

サイクル管理なしの時

８桁 ２桁 ２桁

メッセージ処理記述のユーザーオプション指定の全銀
ファイル名

サイクル管理ありの時
　① 全銀ファイル名の上４桁が＇５０２０＇の時

８桁 ２桁 ２桁

同上記述の全銀ファイル名

上８桁

サイクル Ｘ＇Ｆ０Ｆ０＇

全銀ファイル名の上４桁が＇５０２０＇以外の時
ａ．メッセージ・プロファイルの「ファイル名ダミーフィールド設定」が＇Ｙ＇の時

８桁 ２桁 ２桁

同上記述の全銀ファイル名

上８桁

サイクル Ｘ＇Ｆ０Ｆ０＇

ｂ．メッセージ・プロファイルの「ファイル名ダミーフィールド設定」が＇Ｎ＇の時

８桁 ２桁 ２桁

同上記述の全銀ファイル名

上８桁

サイクル Ｘ＇００００＇

　②

２－４８



　２．１２　　圧縮／非圧縮

　

　全銀ＣＰＵ手順では配布時の圧縮処理および収集時の非圧縮処理をサポート

　します。

　　－　収集時の非圧縮では、ユーザーから送信されてくる圧縮状態のデータを

　　　　ＩＥ／ＥＸが非圧縮して蓄積します。

　　－　配布時の圧縮処理では、非圧縮状態で蓄積されているデータを

　　　　ＩＥ／ＥＸが圧縮してからユーザーに配布します。

　配布時の圧縮／収集時非圧縮は以下のように指定します。

　　－　ユーザー起動の場合

　　　　ユーザーがファイル制御電文の「圧縮指示」に１を指定することによっ　

　　　　て行われます。

　　－　センター起動の場合

　　　　メッセージ処理記述の登録で「収集時非圧縮」、「配布時圧縮」にＹと　

　　　　指定することにより、ＩＥ／ＥＸは該当ファイルのファイル制御電文上　

　　　　の「圧縮指示」を１にセットしてユーザーに送信します。

　圧縮／非圧縮の方法は、全銀ベーシック手順（ＣＰＵ）に準拠して行われます。

　この圧縮方法は「全銀協制定磁気フォーマット」に係わるデータを考慮して　　

　いるため、ゼロ（Ｘ＇Ｆ０＇）およびスペース（Ｘ＇４０＇）に重点をおい　　

　た「繰返し文字圧縮方法」ですので、圧縮効果が大きいデータの場合と圧縮　　

　効果が上がらずに逆に圧縮後の長さが長くなってしまう場合がありますので

　注意が必要です。

　

　以下のデータのように、連続したゼロまたはスペースが多い場合、あるいは

　連続した任意の文字が多い場合に圧縮効果が上がります。

１，２３４　　　０００００００１２３４　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊１，２３４

　

　一方、下記のデータのように不連続な文字が多い場合には「後続文字圧縮なし」

　を示す制御文字の挿入により、逆に圧縮後の長さの方が長くなってしまうケース

　が起こり得ます。

ＡＢ　ＣＤ　ＥＦ　ＧＨ　ＩＪ　１２３４５６７８９０　アイウエオ　カキクケコ　ＥＴＣ．（ＴＨＩＳ　ＩＳ　ＥＸＡＭＰＬＥ）

２－４９



　配布時の圧縮処理は、ＩＥ／ＥＸが論理レコードをテキストに組み立てた後に

　テキスト単位毎に行います。従って登録で指定するテキスト長は圧縮前の

　テキスト長を指定して下さい。

　なお、配布の圧縮で取り扱うデータに圧縮効果がなく、圧縮後の長さが長く　　

　なってしまう場合にはＩＥ／ＥＸは以下の処理を取りますので注意が必要です。

　　－　１テキストが複数の論理レコードで構成されるように登録されている場合

　　　　（伝送ブロック長＞＝（圧縮前の）テキスト長）

　　　　圧縮後のテキスト長が伝送ブロック長よりも長くなってしまう場合には、

　　　　論理レコードの途中であってもＥＴＢ（Ｅｎｄ　Ｔｅｘｔ　Ｂｌｏｃｋ）

　　　　分割して送信します。

　　　　この様な送信をさけるためには、

　　　　１．圧縮前および圧縮後のテキストとも１伝送ブロック内に収まる様

　　　　　　十分考慮してテキスト長を設定する。または、

　　　　２．論理レコード／１テキストの構成にする。または、

　　　　３．全銀手順での圧縮効果の低いものは非圧縮指示で受信する。

　　　　等の考慮が必要です。

２－５０



　例　圧縮後、伝送ブロック長を越えた場合の特殊処理

　　　登録内容　伝送ブロック長　２５６

　　　　　　　　テキスト長　　　２５５（圧縮前）

　　　　　　　　論理レコード長　１２５（固定長）

圧縮前のテキスト

ＴＴＣ 論理レコード１ 論理レコード２

１２５ １２５

２５５

圧縮後のテキスト

ＴＴＣ 論理レコード１ 論理レコード２

２５６以上

伝送ﾌﾞﾛｯｸ伝送ブロック長２５６

この位置でＥＴＢ分割します。

送信時の伝送ブロック

　　最初の伝送ブロック

ＴＴＣ 論理レコード１ 論理レコード２
Ｅ
Ｔ
Ｂ

Ｓ
Ｔ
Ｘ

伝送ブロック長２５６

Ｓ
Ｔ
Ｘ

論理レコード２の
続き

ＥＴＢ分割後の伝送ブロック

Ｅ
Ｔ
Ｂ

　　－　圧縮後のテキスト長が２０４８バイトより長くなってしまう場合には、　

　　　　配布処理を中断します。この場合には、非圧縮指示で先頭テキストから

　　　　再度配布するように要求して下さい。

２－５１



　２．１３　　可変長レコード

　　全銀ＣＰＵ手順では可変長データを送信、又は受信することできます。

　ただし下記の注意が必要です。

　（１）　宛先タイプ

　　　　　送信時指定できる宛先は直接宛先の場合に限ります。

　　　　　内包宛先、同報宛先（ＩＥ／ＥＸ宛先）はできません。

　（２）　可変長レコードのフォーマット

　　　　　可変長レコードは次の形式となります。

ＴＴＣ ＬＬ 論理レコード１

論理レコード長

ＬＬ

論理レコードｎＬＬ

テキスト長

蓄積ファイルにはＴＴＣを除いて（ＬＬも含めて）蓄積されます
が、ＬＬはＪＩＳ８ ＥＢＣＤＩＣの変換の対象外です。

　　　

２－５２



　２．１４　　再送のサポート

　　全銀では、何らかの障害によりセッションが中断した時、ファイルの先頭

　からのみならず、途中から再送することができます。ＩＥ／ＥＸも全銀手順に

　準じて、再送機能をサポートしています。

　なお、ユーザー・プロファイルの『再送要求』の指定により、扱いが異なる場合

　がありますので、以下の図を参照して下さい。

　（１）　ユーザー起動収集

　　　　　ｍはＩＥ／ＥＸ収集済件数です。

① 中断後再開（開始要求）

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＩＥ／ＥＸ

      開　始　要　求

デ　ー　タ　　

　　　　開　始　回　答

（ユーザー・プロファイルの再送要求＝＇　＇又は＇Ｆ＇の時）

開　局　要　求　　

　　　　開　局　回　答

IE/EXは1件目のデータから
送られてきたものと解釈し、
収集を続行します。

２－５３



② 中断後再開（開始要求）

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

開　局　要　求

ＩＥ／ＥＸ

開　局　回　答

開　始　要　求

デ　ー　タ　　

デ　ー　タ

再送要求　ＦＲＯＭ＝ｍ＋１

ｍ＝０の時

開　始　回　答

IE/EXは1件目のデータから
送られてきたものと解釈し、
収集を続行します。

IE/EXはｍ＋１件目のデータ
から送られてきたものと解釈
し、収集を続行します。

ｍ＞０の時

（ユーザー・プロファイルの再送要求＝＇Ｔ＇の時）

２－５４



　（２）　ユーザー起動配布

　　　　　ｍはＩＥ／ＥＸ配布済件数、ｎは蓄積件数です。

① 中断後再開（開始要求）

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＩＥ／ＥＸ

      開　始　要　求

　　デ　ー　タ　１　　

　　　　開　始　回　答

（ユーザー・プロファイルの再送要求の指定に関わらず）

開　局　要　求　　

　　　　開　局　回　答

から配布を開始します

２－５５



② 中断後再開（再送要求ＦＲＯＭ＝ｋ）

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

開　局　要　求

ＩＥ／ＥＸ

開　局　回　答

再送要求　ＦＲＯＭ＝ｋ
ｋ＝１の時

デ　ー　タ　１

ｋ＞１の時

（ユーザー・プロファイルの再送要求＝＇　＇又は＇Ｆ＇の時）

回　線　切　断

から配布を開始します

２－５６



③ 中断後再開（再送要求ＦＲＯＭ＝ｋ）

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

開　局　要　求

ＩＥ／ＥＸ

開　局　回　答

再送要求　ＦＲＯＭ＝ｋ
ｋ＝１の時

デ　ー　タ　１

（ユーザー・プロファイルの再送要求＝＇Ｔ＇の時）

デ　ー　タ　Ｋ

から配布を開始します

ｋ＞１かつ
ｋ≦ｎかつｋ≦ｍ＋１

回　線　切　断

から配布を開始します

上記以外

２－５７



　（３）　センター起動収集・中断・自動リトライ

　　　　　ｍはＩＥ／ＥＸ収集済件数です。

① ユーザー・プロファイルの再送要求＝＇　＇の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＩＥ／ＥＸ

ＩＥ／ＥＸは１件目のデータか
ら送られてきたものと解釈し、
収集を続行します。

　デ　ー　タ

・
・

開　始　回　答

開　局　回　答

開　局　要　求

開　始　要　求

② ユーザー・プロファイルの再送要求＝＇Ｆ＇の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＩＥ／ＥＸ

ＩＥ／ＥＸは１件目のデータか
ら送られてきたものと解釈し、
収集を続行します。

　デ　ー　タ

再送要求　ＦＲＯＭ＝１

開　局　回　答

開　局　要　求

‡B ユーザー・プロファイルの再送要求＝＇Ｔ＇の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＩＥ／ＥＸ

　デ　ー　タ

再送要求　ＦＲＯＭ＝ｍ＋１

開　局　回　答

開　局　要　求

ＩＥ／ＥＸはｍ＋１件目のデー
ら送られてきたものと解釈
収集を続行します。

タか
し、

２－５８



　（４）　センター起動収集・中断・サービス管理責任者による再起動

　　サービス管理責任者は中断セッション状況を照会し、再送指示を行います。

　　（再送方式として＇　＇、＇Ｆ＇又は＇Ｔ＇を指定します。）

　　ｍはＩＥ／ＥＸ収集済件数です。

① 再送方式＝＇　＇指定の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＩＥ／ＥＸ

　デ　ー　タ ＩＥ／ＥＸは１件目のデータか
ら送られてきたものと解釈し、
収集を続行します。

（ユーザー・プロファイル再送要求に関わらず）

開　局　要　求

　開　局　回　答

開　始　要　求

　開　始　回　答

－１再送方式＝＇Ｆ＇指定の時
（ユーザー・プロファイルの再送要求＝＇　＇の時）

再起動できません

②

②－２ 再送方式＝＇Ｆ＇指定の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

開　局　要　求

ＩＥ／ＥＸ

　デ　ー　タ

ＩＥ／ＥＸは１件目のデータか
ら送られてきたものと解釈し、
収集を続行します。

（ユーザー・プロファイルの再送要求＝＇Ｆ＇、＇Ｔ＇の時）

　開　局　回　答

再送要求　ＦＲＯＭ＝１

２－５９



－１　再送方式＝＇Ｔ＇指定の時
（ユーザー・プロファイルの再送要求＝＇　＇又は＇Ｆ＇の時）

再起動できません

③

－２　再送方式＝＇Ｔ＇指定の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

開　局　要　求

ＩＥ／ＥＸ

　デ　ー　タ ＩＥ／ＥＸはｍ＋１件目のデー
タから送られてきたものと解釈
し収集を続行します。

（ユーザー・プロファイルの再送要求＝＇Ｔ＇の時）

　開　局　回　答

再送要求　ＦＲＯＭ　＝ｍ＋１

③

２－６０



　（５）　センター起動配布・中断・自動リトライ

　　　　　ｍはＩＥ／ＥＸ配布済件数、ｎは蓄積件数です。

① ユーザー・プロファイルの再送要求＝＇　＇、'Ｆ＇の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＩＥ／ＥＸ

回　線　切　断

開　始　回　答

開　局　回　答

開　局　要　求

開　始　要　求

の場合
デ　ー　タ　１

から配布を開始します

再送要求　ＦＲＯＭ＝ｋ

の場合 デ　ー　タ　１

ｋ＝１の時

から配布を開始します

ｋ＞１の時

２－６１



② ユーザー・プロファイルの再送要求＝＇Ｔ＇の時

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＩＥ／ＥＸ

開　始　回　答

開　局　回　答

開　局　要　求

開　始　要　求

の場合
デ　ー　タ　１

から配布を開始します

再送要求　ＦＲＯＭ＝ｋ

の場合 デ　ー　タ　１

ｋ＝１の時

から配布を開始します

回　線　切　断

上記以外

デ　ー　タ　ｋ

ｋ＞１かつ
ｋ≦ｎかつｋ≦ｍ＋１の時

から配布を開始します

２－６２



　（６）　センター起動配布・中断・サービス管理責任者による再起動

　　　　サービス管理責任者は中断セッション状況を照会し、再送指示を行い

        ます。

　　　　（再送方式として＇　＇、＇Ｆ＇又は＇Ｔ＇を指示します。）

　　　　ｍはＩＥ／ＥＸ配布済件数、ｎはＩＥ／ＥＸ蓄積件数です。

－１　再送方式＝＇　＇指定の時
（ユーザー・プロファイルの再送要求＝＇　＇、'Ｆ＇の時）

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＩＥ／ＥＸ

回　線　切　断

開　始　回　答

開　局　回　答

開　局　要　求

開　始　要　求

の場合
デ　ー　タ　１

から配布を開始します

再送要求　ＦＲＯＭ＝ｋ

の場合 デ　ー　タ　１

ｋ＝１の時

から配布を開始します

ｋ＞１の時

①

２－６３



－２　再送方式＝＇　＇の時
(ユーザー・プロファイルの再送要求＝＇Ｔ＇の時)

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＩＥ／ＥＸ

開　始　回　答

開　局　回　答

開　局　要　求

開　始　要　求

の場合
デ　ー　タ　１

から配布を開始します

再送要求　ＦＲＯＭ＝ｋ

の場合 デ　ー　タ　１

ｋ＝１の時

から配布を開始します

回　線　切　断

上記以外

デ　ー　タ　ｋ

ｋ＞１かつ
ｋ≦ｎかつｋ≦ｍ＋１の時

から配布を開始します

①

２－６４



②
（ユーザー・プロファイルの再送要求＝＇　＇の時）

再起動できません

－1　再送方式＝＇Ｆ＇の時　

②

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

開　局　要　求

ＩＥ／ＥＸ

　デ　ー　タ　１

（ユーザー・プロファイルの再送要求＝＇Ｆ＇の時）

　開　局　回　答

－２　再送方式＝＇Ｆ＇指定の時

開　始　要　求

　開　始　回　答

の場合

から配布を開始します

再送要求　ＦＲＯＭ＝ｋ

の場合
　デ　ー　タ　１

ｋ＝１の時

から配布を開始します

　回　線　切　断

ｋ＞１の時

２－６５



－３　再送方式＝＇Ｆ＇の時
(ユーザー・プロファイルの再送要求＝＇Ｔ＇の時)

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＩＥ／ＥＸ

開　始　回　答

開　局　回　答

開　局　要　求

開　始　要　求

の場合
デ　ー　タ　１

から配布を開始します

再送要求　ＦＲＯＭ＝ｋ

の場合 デ　ー　タ　１

ｋ＝１の時

から配布を開始します

回　線　切　断

上記以外

デ　ー　タ　ｋ

ｋ＞１かつ
ｋ≦ｎかつｋ≦ｍ＋１の時

から配布を開始します

②

２－６６



③－１　再送方式＝＇Ｔ＇指定の時
（ユーザー・プロファイルの再送要求＝＇　＇又は＇Ｆ＇の時）

再起動できません

－２　再送方式＝＇Ｔ＇の時
(ユーザー・プロファイルの再送要求＝＇Ｔ＇の時)

お客さま

ダ　イ　ヤ　リ　ン　グ

ＩＥ／ＥＸ

開　始　回　答

開　局　回　答

開　局　要　求

開　始　要　求

の場合
デ　ー　タ　１

から配布を開始します

再送要求　ＦＲＯＭ＝ｋ

の場合 デ　ー　タ　１

ｋ＝１の時

から配布を開始します

回　線　切　断

上記以外

デ　ー　タ　ｋ

ｋ＞１かつ
ｋ≦ｎかつｋ≦ｍ＋１の時

から配布を開始します

③

２－６７



　　このページはブランクです。

２－６８



　２．１５　収集時非ブロック化、配布時ブロック化処理

　　　　　

　　全銀手順での送受信は伝送ブロック単位に行われます。伝送ブロックは最大

　２０４８バイトまでの可変長です。

　　収集では、単一ブロック又は、複数伝送ブロックの中からテキストを取出し

  ＴＴＣを除いて蓄積します。収集時非ブロック化＇Ｙ＇、＇Ｎ＇に関わらず）

　従って全銀においては収集時非ブロック化＇Ｙ＇と＇Ｎ＇は同じ処理となり

  ます。

　　一方、配布する場合、蓄積データから論理レコードを複数取り出しテキスト

  を形成し、伝送ブロックに組み立ててお客様に送り出します。

　これを配布時ブロック化処理といいます。　　

　収集時非ブロック化、配布時ブロック化の指定は、メッセージ・プロファイル

（ユーザー・オプション）の画面でそれぞれ＇Ｙ＇または＇Ｎ＇を指定します。

　また、同画面では論理レコード長、テキスト長と配布時ブロック化の時に

  使う充填文字を指定します。

　伝送ブロックはユーザー・プロファイルで指定します。

　（１）　収集時非ブロック化しない（収集時非ブロック化＇Ｎ＇）

① テキスト長≦伝送ブロック長

論理レコード長

伝送ブロック長

テキスト長

レコード１ レコード２ レコード３ レコード１ レコード２ レコード３

・
・

・
・

レコードｎ

蓄　積　形　式

ＴＴＣ

レコードｎＴＴＣ

論理レコード長 論理レコード長

テキスト長＞伝送ブロック長

伝送ブロック長 伝送ブロック長

テキスト長

ＴＴＣ レ　コ　ー　ド　１

論理レコード長

レ　コ　ー　ド　１

・
・

・
・

ＴＴＣ レ　コ　ー　ド　ｎ レ　コ　ー　ド　ｎ

②

２－６９



　　

　（２）　収集時非ブロック化する（収集時非ブロック化＇Ｙ＇）

　　　　（１）の収集時、非ブロック化しないと同じ処理になります。

　（３）　配布時ブロック化しない（配布時ブロック化＇Ｎ＇）

① 論理レコード長≦伝送ブロック長の場合

蓄積メッセージより、論理レコード長分のデータを取り出し、ＴＴＣを付加し、

蓄　積　形　式

また蓄積メッセージが論理レコード長の倍数となっていない時、最後のレコード
（端数レコード）には論理レコード長になるまで充填文字が埋められます。

伝送ブロック長

論理レコード長

レコード　１

レコード　ｎ

・
・
・
・

・
・
・
・

レコード　１

レコード　ｎ

・
・
・
・

・
・
・
・

端数レコード

充填文字で埋める

端数レコード

伝送ブロックを作成します。

レコード　１ＴＴＣ

レコード　ｎＴＴＣ

レコード　１ＴＴＣ

伝送ブロック長

論理レコード長

ＴＴＣ レコード　ｎ

ＴＴＣ

２－７０



② 論理レコード長＞伝送ブロック長の場合

蓄積メッセージより、論理レコード長分のデータを取り出し、ＴＴＣを付加し、

蓄　積　形　式

また蓄積メッセージが論理レコード長の倍数となっていない時、最後のレコード
（端数レコード）には論理レコード長になるまで充填文字が埋められます。

論理レコード長

レコード　１

レコード　ｎ

・
・
・
・

・
・
・
・

レコード　１

レコード　ｎ

・
・
・
・

・
・
・
・

端数レコード

充填文字で埋める

端数レコード

複数伝送ブロックを作成します。

レコード　１ＴＴＣ

レコード　ｎＴＴＣ

レコード　１ＴＴＣ

論理レコード長

ＴＴＣ レコード　ｎ

ＴＴＣ

伝送ブロック長 伝送ブロック長

伝送ブロック長 伝送ブロック長

２－７１



　（４）　配布時ブロック化する（配布時ブロック化＇Ｙ＇）

① テキスト長≦伝送ブロック長の場合（テキスト長＝論理レコード長×ｎ＋５）

・
・
・
・

蓄　積　形　式

蓄積されたメッセージを論理レコード単位に取り出し、テキストを組み立てて、
伝送ブロックを作成します。
また、蓄積メッセージ長が論理レコード長の倍数でない場合の端数レコードの後
ろは、論理レコード長になるまで充填文字を埋めます。

レコードｎ

レコード１

レコード２

レコード３

レコードｎ

・
・
・
・

・
・
・
・

レコードｎ 端数
レコード

充填文字

レコード１

レコード２

レコード３

レコードｎ

・
・
・

端数レコード

ＴＴＣ

ＴＴＣ

論理レコード長 論理レコード長 論理レコード長

伝送ブロック長

テキスト長

レコード１ レコード２ レコード３

ＴＴＣ

論理レコード長 論理レコード長 論理レコード長

伝送ブロック長

テキスト長

レコード１ レコード２ レコード３

ＴＴＣ

２－７２



② 論理レコード長＞伝送ブロック長の場合（テキスト長＝論理レコード）

蓄　積　形　式

は、論理レコード長になるまで充填文字が埋められます。

レコード　１

レコード　ｎ

・
・
・
・

・
・
・
・

レコード　１ＴＴＣ

レコード　ｎＴＴＣ

蓄積されたメッセージを論理レコード単位に取り出し、複数伝送ブロックに入れ
ます。
また蓄積メッセージ長が論理レコード長の倍数でない場合の端数レコードの後ろ

論理レコード長

伝送ブロック長 伝送ブロック長

テキスト長

レコード　１

レコード　ｎ

・
・
・
・

・
・
・
・

端数レコード

充填文字で埋める

端数レコード

レコード　１ＴＴＣ

ＴＴＣ レコード　ｎ

ＴＴＣ

論理レコード長

伝送ブロック長 伝送ブロック長

テキスト長

２－７３


